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昨
年
、
ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の

「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」
を
原
作
と

し
た
ド
ラ
マ
が
話
題
と
な
っ

た
。
総
合
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ
ト 

ORICON NEW
S

に
よ
る
と
、

原
作
「
嫌
わ
れ
る
勇
気
」
と
そ

の
続
編
は
、
と
も
に
２
０
１
６

年
年
間
本
ラ
ン
キ
ン
グ
の
売
上

上
位
20
位
以
内
に
入
り
、
合
計

売
上
数
の
推
定
は
90
万
冊
に
も

上
っ
た
。
自
己
啓
発
本
や
ハ
ウ

ツ
ー
本
は
他
の
本
で
も
、
カ

バ
ー
の
ア
レ
ン
ジ
や
、
漫
画
版

を
出
版
す
る
な
ど
の
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
、「
固
く
て
手
が
出
し

に
く
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か

ら
の
脱
却
を
図
っ
て
い
る

こ

れ
ら
の
本
は
、
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
新
た
な
知
見
や
視
点
を

得
る
こ
と
が
で
き
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
も
上
が
る
。
実
際
に
成

功
を
重
ね
、
自
分
に
と
っ
て
の

幸
せ
を
掴
ん
だ
著
者
の
言
葉

は
、
他
の
人
の
も
の
と
比
べ
て

重
く
感
じ
る
。
人
生
を
考
え
る

時
期
に
あ
る
大
学
生
に
は
、
特

に
重
く
響
く
の
で
は
な
い
か 

し
か
し
、
こ
う
い
っ
た
本
に

頼
り
過
ぎ
て
「
考
え
る
こ
と
の

外
注
」
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う

か
。
本
に
記
さ
れ
て
い
る
道
を

辿
っ
て
も
成
功
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
ま
た
、
当
た
り
前
だ
が

人
に
よ
っ
て
価
値
観
は
異
な

る
。
著
者
に
と
っ
て
は
無
意
味

に
見
え
た
も
の
が
、
あ
な
た
に

は
価
値
の
あ
る
も
の
か
も
し
れ

な
い

人
生
に
“
た
っ
た
ひ
と

つ
の
冴
え
た
や
り
か
た
”
は
な

い
。
他
人
の
生
き
方
を
真
似
し

て
し
ま
う
と
内
容
の
薄
い
、
機

械
的
な
人
生
に
な
っ
て
し
ま
う

恐
れ
が
あ
る
。自
ら
悩
み
迷
い
、

少
し
ず
つ
足
を
進
め
る
。
そ
の

足
跡
が
最
後
に
「
あ
な
た
の
人

生
」と
し
て
世
に
残
る
だ
ろ
う
。

体育会学生本部本部長の
仙
せん

元
げん

志帆さん（人福・４）

◦
２
面
　
Ｋ
Ｇ
ニ
ュ
ー
ス

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
よ
り
感
謝
状

◦
３
面
　
日
進
月
歩

【
連
載
】
追
跡
!! 

Ｓ
Ｇ
Ｕ

◦
４
，５
面

関
学
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
特
集

◦
６
面
　
教
授
の
背
中

　
　
　
　
お
店
探
し
隊

◦
７
面

Ｋ
．Ｇ
．ｓ
ｔ
ｕ
ｄ
ｉ
ｏ

◦
８
面

お
好
み
１
日
旅
行

　
第
40
回
目
と
な
る
総
合
関
関
戦

が
今
年
も
６
月
16
日
か
ら
18
日
に

か
け
て
行
わ
れ
る
。
今
回
は
本
学

が
フ
ィ
ー
ル
ド
と
な
り
、
史
上

初
の
９
連
覇
を
目
指
し
て
い
る
。

フ
ィ
ー
ル
ド
は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
と
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

が
使
用
さ
れ
る
。

　
今
回
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
響
」

で
あ
る
。
こ
の
言
葉
に
は
二
つ
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
一
つ

目
は
、
選
手
と
試
合
を
観
戦
し
て

い
る
観
客
が
共
に
感
動
し
合
う
こ

と
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、
関
関
戦

を
機
に
本
学
と
関
西
大
学
の
名
を

全
国
に
広
め
た
い
と
い
う
思
い

だ
。
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
体
育
会

学
生
本
部
に
所
属
す
る
３
回
生
が

主
体
と
な
り
決
定
し
た
。

　
開
催
に
あ
た
っ
て
、
体
育
会
学

生
本
部
本
部
長
の
仙せ

ん

元げ
ん

志
帆
さ

ん
（
人
福
・
４
）
に
話
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
今
回
の
関
関
戦
で
９
連
覇

が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は「
40
回
目
と
い
う
節
目
の
年
に
、

本
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
試
合
が
行

わ
れ
る
た
め
、絶
対
に
勝
ち
た
い
。

ま
た
、
歴
代
の
上
回
生
が
作
り
上

げ
て
き
た
連
覇
を
決
し
て
絶
や
さ

な
い
で
ほ
し
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
贈
っ
た
。

　
本
部
長
と
し
て
「
体
育
会
学

生
本
部
本
部
長
と
運
営
を
行
う

実
行
委
員
長
が
二
人
と
も
女
性

と
い
う
こ
と
が
歴
代
で
初
め
て

の
た
め
、
今
年
も
絶
対
に
勝
ち

た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

今
回
の
関
関
戦
で
９
連
覇
を
果

た
す
と
、
新
た
な
歴
史
が
生
ま

れ
る
に
違
い
な
い
。

　
ま
た
、
試
合
を
す
る
に
あ
た
り

応
援
は
絶
対
条
件
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。「
本
学
が
フ
ィ
ー

ル
ド
で
試
合
が
行
わ
れ
る
の
で
、

学
生
だ
け
に
限
ら
ず
、
一
般
の

人
々
に
も
た
く
さ
ん
試
合
を
観
戦

し
て
ほ
し
い
」
と
仙
元
さ
ん
も
希

望
を
述
べ
た
。

　
応
援
を
す
る
こ
と
で
会
場
全
体

が
一
体
化
さ
れ
る
。
栄
光
の
９
連

覇
を
目
指
す
今
回
を
機
に
、
多
く

の
人
が
応
援
に
行
き
声
援
を「
響
」

か
せ
よ
う
。

種　　　目 場　　　所 開　始 終　了
１日目　６月16日（金）
少 林 寺 拳 法 新 学 生 会 館２階　 合 気 道 場 14：00 16：30

バスケットボール 総 合 体 育 館２階 大 フ ロ ア（ 北 ）
女子 17：00 19：00
男子 19：00 20：30

２日目　６月17日（土）
洋 弓 第 ２ フ ィ ー ル ド　 洋 弓 場 9：30 17：30
庭 球 第 ４フィールド テニスコート 男子 9：30 18：00

バ レ ー ボ ー ル 総 合 体 育 館２階 大 フ ロ ア（ 北 ）
女子 10：00 13：00
男子 14：00 17：00

フ ェ ン シ ン グ 総合体育館1階 フェンシング場 10：30 15：00
空 手 道 総 合 体 育 館２階 小 フ ロ ア 11：00 12：00
相 撲 新 学 生 会 館１階 相 撲 場 13：00 14：00
準 硬 式 野 球 第 ３ フ ィ ー ル ド 野 球 場 13：30 16：00
剣 道 総 合 体 育 館 ２ 階 小 フ ロ ア 15：00 17：00
卓 球 総 合 体 育 館 １ 階 卓 球 場 15：30 18：00
サ ッ カ ー 第４フィールド サッカーコート 男子 17：30 19：30
３日目　６月18日（日）
庭 球 第４フィールド テニスコート 女子 9：30 17：20

ラ ク ロ ス 第 ３ フ ィ ー ル ド
女子 10：00 11：00
男子 12：00 13：00

ソ フ ト テ ニ ス 第１フィールド テニスコート 10：00 15：00
器 械 体 操 総 合 体 育 館２階 小 フ ロ ア 10：30 17：20
レ ス リ ン グ 新 学 生 会 館３階 レ ス リ ン グ 場 10：30 12：00
合 気 道（ 演 武 ） 新 学 生 会 館 ２ 階 合 気 道 場 10：30 12：00

陸 上 ホ ッ ケ ー 三田キャンパス 人工芝グランド
男子 11：00 12：30
女子 13：00 14：30

硬 式 野 球 第 ３ フ ィ ー ル ド 野 球 場 13：00 16：00

ハ ン ド ボ ー ル 総 合 体 育 館 ２ 階 大 フ ロ ア
女子 14：40 15：50
男子 16:00 17:10

６月16日（金）～６月18日（日）
航 空 福 井 空 港 6：30～

第40回　総合関関戦 日程表

みんなでつくる大学図書館
大学図書館利用実態調査

　
新
年
度
が
始
ま

り
、
図
書
館
で
勉
強

す
る
と
い
う
方
も 

多
い
だ
ろ
う
。
昨
年

10
月
３
日
～
10
月
31

日
に
わ
た
り
実
施
さ

れ
た
「
大
学
図
書
館

利
用
実
態
調
査
」
の

結
果
が
４
月
７
日
に

発
表
さ
れ
た
。
こ
の

調
査
は
、
２
０
１
６

年
度
秋
学
期
開
始
時
点
で
、
本
学

に
在
学
す
る
正
規
学
生
（
学
部
・

大
学
院
）
２
４
，
３
１
５
人
を
対

象
に
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
西
宮

聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
に
つ
い

て
は
、
今
年
の
４
月
よ
り
西
宮
上

ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
分
室
と

な
っ
た
た
め
、
こ
の
調
査
に
は
含

ま
れ
な
い
。
今
回
は
、
大
学
図
書

館
利
用
サ
ー
ビ
ス
課
の
魚
住
英
子

さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

　
魚
住
さ
ん
か
ら
「
ア
ン
ケ
ー
ト

に
対
す
る
回
答
率
が
低
い
」
と
の

話
が
あ
っ
た
。
大
学
図
書
館
で

は
、
２
０
０
４
年
か
ら
４
年
毎

に
学
部
生
と
大
学
院
生
を
対
象
と

し
た
「
関
西
学
院
大
学
図
書
館

利
用
実
態
調
査
」
を
行
っ
て
い

る
。
２
０
０
４
年
か
ら
前
回
の

２
０
１
２
年
ま
で
は
、
郵
送
に
よ

り
調
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
今
回

よ
り
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
Ｗ
ｅ
ｂ

調
査
で
実
施
し
た
。

　
し
か
し
、
前
回
ま
で
と
比
べ
て

手
軽
に
回
答
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
回
の
調

査
で
も
回
答
率
の
低
さ
が
問
題
と

な
っ
た
。
学
部
生
の
回
答
率
は
全

体
の
15
・
１
％
、
ま
た
大
学
院
生

は
27
・
０
％
と
か
な
り
低
い
結
果

に
な
っ
た
。
こ
の
数
字
は
初
回
の

２
０
０
４
年
か
ら
今
回
ま
で
で
最

も
低
い
回
答
率
で
あ
る
。

　
大
学
図
書
館
は
、
こ
の
調
査
に

大
き
く
二
つ
の
目
的
を
持
っ
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
主
な
利
用
者

で
あ
る
学
部
生
と
大
学
院
生
の

ニ
ー
ズ
の
把
握
で
あ
る
。
二
つ
目

は
、
大
学
図
書
館
の
自
己
点
検
・

評
価
の
目
標
達
成
度
評
価
に
必

要
な
情
報
を
得
る
た
め
で
あ
る
。

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
施

設
の
改
善
を
図
る
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
情
報
は
必
要
で
あ
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
４
年
に
１
回
の

た
め
、
今
在
学
し
て
い
る
ほ
と

ん
ど
の
学
部
生
・
大
学
院
生
は

も
う
調
査
の
対
象
に
な
る
こ
と

は
な
い
。
未
来
の
関
学
生
に
は
、

積
極
的
な
協
力
を
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
今
回
の
結
果
は
図
書
館

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
詳
し
い
も

の
が
あ
る
の
で
、
確
認
し
て
も

ら
い
た
い
。

 

栄
光
の
９
連
覇
へ

第
40
回
総
合
関
関
戦

回答率の低さが目立つ

大学図書館利用実調査　回答率
  回答数 依頼数 回答率
学部１年 1,023 6,144 16.7
学部２年 886 5,591 15.8
学部３年 786 5,253 15.0
学部４年 807 6,281 12.8
前期課程 138 565 24.4
後期課程 63 140 45.0
専 門 職 81 341 23.8
合　 計 3,784 24,315 21.92857

※依頼数＝在籍者数

ユニークな回答依頼の宣伝は話題となった
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新
年
度
が
始
ま
り
多
く
の
学
生

が
新
生
活
を
送
る
中
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
は
身
近
に
起
こ
り
う
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
自
身
が

被
害
者
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
加

害
者
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
の

だ
。

　
新
入
生
の
多
く
は
既
に
各
サ
ー

ク
ル
、
部
活
動
へ
正
式
に
加
入
し

た
こ
と
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
は
往
々
に
し
て
閉
じ
ら
れ
た
場

で
あ
り
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
温
床
に

な
り
や
す
い
。特
に
先
輩
や
顧
問
、

Ｏ
Ｂ
と
新
入
生
と
の
関
係
は
気
を

KGニュース

　
昨
年
の
12
月
、
本
学
は
国
連
難

民
高
等
弁
務
官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
）
駐
日
事
務
所
か
ら
感
謝
状

を
授
与
さ
れ
た
。
２
０
０
７
年
度

か
ら
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
と
の
協
定
の
も

宗
教
総
主
事
の
舟ふ

な

木き

讓じ
ょ
う

教
授
は

「
面
接
試
験
の
基
準
に
達
す
る
学

生
が
少
な
い
の
が
現
状
だ
。
今
後

は
、
受
け
入
れ
枠
を
埋
め
ら
れ
る

よ
う
に
関
係
部
局
と
相
談
し
て
取

り
組
み
た
い
」
と
話
す
。

　
こ
の
推
薦
入
学
制
度
は
、
利
用

し
た
学
生
が
将
来
、母
国
や
日
本
、

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と
や
、

本
学
の
他
の
学
生
が
国
際
問
題
を

身
近
に
捉
え
る
き
っ
か
け
と
な
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
。

こ
れ
ら
２
つ
の
目
的
に
加
え
、
舟

木
教
授
は
こ
の
制
度
に
「
社
会
か

ら
見
え
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち

な
人
々
に
、
関
学
生
が
目
を
向
け

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
期
待

を
寄
せ
る
。

　
ま
た
、
難
民
を
テ
ー
マ
に
し
た

映
画
祭
は
、
本
学
の
総
合
政
策
学

部
生
が
大
学
や
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
に
働

き
か
け
た
こ
と
で
、
関
西
で
初
め

て
実
現
し
た
。
現
在
で
は
大
学
側

も
予
算
を
組
ん
で
お
り
、
今
年
の

秋
も
開
催
予
定
で
あ
る
。

　
難
民
を
対
象
と
す
る
推
薦
入
学

制
度
と
映
画
祭
の
開
催
は
、
ま
さ

に
本
学
の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で

あ
る
“Mastery for Service

”の

精
神
を
体
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
学
側
と
学
生
側
の
双
方
の
取
り

組
み
が
、
今
回
の
感
謝
状
授
与
に

繋
が
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
今

後
も
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
継

続
・
発
展
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
す
る
。

合
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第
19
回
全
日

本
学
生
新
人
デ
ィ
ベ
ー
ト
大
会
が

開
催
さ
れ
る
。
本
大
会
へ
の
参
加

資
格
は
、
大
学
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
始

め
て
１
年
未
満
で
あ
る
こ
と
か
、

公
式
大
会
へ
の
出
場
歴
が
１
年
未

満
又
は
未
出
場
の
ど
れ
か
と
、
大

会
名
の
通
り
新
人
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー

の
み
で
開
催
さ
れ
る
大
会
だ
。

　
文
化
総
部
デ
ィ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ

も
、
並
み
居
る
他
大
学
と
と
も
に

本
大
会
へ
と
参
加
す
る
。
デ
ィ

ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
毎
週
火
曜
日
、

金
曜
日
の
放
課
後
に
デ
ィ
ベ
ー
ト

や
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
な
ど

を
行
い
、
修
練
の
日
々
を
送
っ
て

い
る
。
大
会
前
に
は
、
活
動
日
以

外
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
部
室
に
集

ま
り
、
選
手
に
限
ら
ず
部
員
が
一

丸
と
な
り
、
大
会
に
備
え
て
の
準

備
を
進
め
る
。
特
に
今
回
は
新
人

限
定
の
大
会
の
た
め
、上
回
生
は
、

今
ま
で
の
経
験
を
い
か
に
新
入
生

マ
だ
。

　
１
日
目
は
、
総
部
放
送
局
内
に

存
在
す
る
３
つ
の
パ
ー
ト
が
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
生
か
し
た
部
の
Ｐ

Ｒ
を
行
っ
た
。
ア
ク
タ
ー
パ
ー
ト

は
滑
舌
の
良
さ
を
生
か
し
て
早
口

言
葉
を
、
ミ
キ
サ
ー
パ
ー
ト
は
音

響
や
映
像
の
編
集
技
術
を
生
か
し

て
ア
レ
ン
ジ
音
楽
を
、
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
パ
ー
ト
は
番
組
制
作
で
の
発

想
力
を
生
か
し
て
大
喜
利
を
披
露

し
た
。
２
日
目
は
、
混
声
合
唱
団

エ
ゴ
ラ
ド
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
聖

歌
隊
か
ら
ゲ
ス
ト
を
招
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
良
い
と
こ
ろ
や
悪
い
と

こ
ろ
な
ど
を
討
論
し
、
実
際
に
合

唱
の
放
送
な
ど
も
行
っ
た
。
３
日

付
け
る
べ
き
だ
。
団
体
内
で
の
暗

黙
の
了
解
の
も
と
に
、
暴
力
や
暴

言
、
未
成
年
へ
の
飲
酒
の
強
要
が

行
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加

害
者
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
日

ご
ろ
か
ら
自
身
の
言
動
に
注
意
を

払
う
と
と
も
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

許
容
す
る
空
気
を
放
置
し
な
い
こ

と
が
重
要
だ
。
相
手
を
尊
重
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
心
掛

け
、
意
図
的
な
仲
間
外
し
を
し
な

い
よ
う
気
を
配
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
事
件
が
起
き
て
し

ま
う
と
当
事
者
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
団
体
そ
の
も
の
の
存
続
に

か
か
わ
る
。

　
関
西
学
院
大
学
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
よ
う

な
団
体
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行

為
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
学
内
団

体
向
け
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
講
習
会

の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い
る
。
自

身
の
団
体
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
へ
の
意
識
を
高
め
る
に
は
絶
好

の
機
会
に
な
る
は
ず
だ
。
さ
ら
に

各
部
署
に
相
談
受
付
窓
口
を
設
置

し
て
い
る
。
１
学
部
に
つ
き
担
当

教
員
と
職
員
が
１
人
ず
つ
配
置
さ

れ
て
お
り
、
忙
し
い
人
や
直
接
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
向
か
う
こ
と
に
気

後
れ
し
て
い
る
人
で
も
気
軽
に
利

用
で
き
る
。
所
属
す
る
学
部
と
は

異
な
る
学
部
の
窓
口
で
も
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
、
神
戸

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
各
学
期

２
、３
回
の
割
合
で
１
日
相
談
会

が
開
か
れ
て
い
る
。
こ
の
開
催
日

時
は
相
談
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
重
要
な
お
知
ら
せ
の
欄
に
随

時
掲
載
さ
れ
る
た
め
、
総
合
政
策

学
部
や
理
工
学
部
の
学
生
は
確
認

し
て
お
く
と
よ
い
だ
ろ
う
。

　
ど
の
よ
う
な
行
為
が
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
の
か
を
知
り
、
日
々
の
生

活
で
注
意
す
る
こ
と
は
、
被
害
に

遭
わ
な
い
だ
け
で
な
く
加
害
者
と

な
ら
な
い
た
め
に
も
不
可
欠
だ
。

４
年
間
の
大
学
生
活
を
快
適
に
過

ご
す
た
め
に
も
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

相
談
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
は
い
か
が
だ

ろ
う
か
。

に
伝
え
ら
れ
る
か
が
試
さ
れ
る
。

　
今
回
の
大
会
で
弁
論
さ
れ
る
論

題
は
『
日
本
は
正
社
員
の
解
雇
に

お
け
る
金
銭
解
決
制
度
を
導
入

す
る
べ
き
で
あ
る
』
だ
。
こ
れ

に
対
し
、
部
長
の
南
部
直
樹
さ
ん 

（
経
・
３
）
は
「
一
見
難
し
そ
う

だ
が
、
割
と
取
り
組
み
や
す
く

新
人
向
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

デ
ィ
ベ
ー
ト
で
大
切
な
の
は
武
器

作
り
、
つ
ま
り
前
準
備
だ
。
情
報

を
集
め
、
賛
成
・
反
対
の
ど
ち
ら

の
立
場
に
な
っ
て
も
、
自
分
た
ち

の
言
い
た
い
こ
と
を
言
え
る
よ
う

に
す
る
。
ま
た
、
意
見
と
同
時
に

反
論
も
で
き
る
よ
う
な
パ
タ
ー
ン

を
多
く
作
る
こ
と
が
勝
敗
を
分
け

る
」
と
前
向
き
に
語
っ
た
。

　
今
大
会
で
の
主
役
で
あ
る
新
入

生
に
対
し
て
、
南
部
さ
ん
は
「
先

代
で
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
経
験
者
が
い

た
た
め
、
勝
利
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
た
。
た
だ
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
は

関
東
の
大
学
が
と
て
も
強
く
、
上

回
生
に
経
験
者
の
い
な
い
今
代
で

は
連
勝
は
難
し
い
。
新
入
生
に
は

勝
利
を
目
指
す
こ
と
も
大
事
だ

が
、
ま
ず
は
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
楽
し

ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
た
。

　
デ
ィ
ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
こ
の
新

人
大
会
を
越
え
、
11
月
に
開
催
さ

れ
る
Ｊ
Ｄ
Ａ
秋
季
デ
ィ
ベ
ー
ト
大

会
で
の
勝
利
を
今
代
の
目
標
に
し

て
い
る
。
こ
の
大
会
で
は
デ
ィ

ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ
か
ら
２
チ
ー
ム
を

編
成
し
て
出
場
の
予
定
だ
。
そ
れ

ま
で
に
、
新
入
生
は
南
部
さ
ん
が

求
め
る
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
を
楽
し 

み
、
か
つ
難
し
い
こ
と
に
も
立
ち

向
か
い
、考
え
る
デ
ィ
ベ
ー
タ
ー
」

へ
と
成
長
で
き
る
の
か
。
今
大
会

を
越
え
た
新
入
生
、
そ
し
て
デ
ィ

ベ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
未
来
に
期
待
が

か
か
る
。（
Ａ
・
Ｍ
）

目
は
、
応
援
団
総
部
指
導
部
、
吹

奏
楽
部
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
か
ら

ゲ
ス
ト
を
招
き
、
本
学
の
食
堂
Ｂ

Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
横
プ
ラ
ザ
の
特

設
ス
テ
ー
ジ
に
て
公
開
生
放
送

ト
ー
ク
を
行
っ
た
。

　
今
回
の
企
画
を
担
当
し
た
喜
多

祐
輔
さ
ん
（
社
・
２
）
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
の
部
活
動
に
所
属
す
る

人
々
の
生
の
声
を
新
入
生
に
届
け

た
い
と
思
い
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
人

を
ま
と
め
た
経
験
が
な
か
っ
た

が
、
今
回
の
企
画
を
通
し
て
初
め

て
部
員
に
指
示
を
通
す
こ
と
の
難

し
さ
を
感
じ
た
。
生
放
送
で
は

あ
っ
た
が
、
放
送
事
故
や
大
き
な

問
題
が
起
き
る
こ
と
な
く
、
無
事

成
功
し
て
良
か
っ
た
」
と
イ
ベ
ン

ト
を
振
り
返
っ
た
。

　
総
部
放
送
局
は
、
昼
休
み
の
放

送
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
る
。
彼
ら
の
今
後
の
活
躍
か

ら
目
が
離
せ
な
い
。

ハラスメント相談センターのホームページ

総部放送局のみなさん

　
梅
雨
の
陰
気
さ
を
吹
き
飛
ば
す

よ
う
に
、
初
々
し
い
学
生
に
よ
る

熱
い
弁
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。

６
月
11
日
に
東
京
都
代
々
木
の
国

立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総

　
４
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
の
３

日
間
、
総
部
放
送
局
が
新
入
生
向

け
に
「
Ｋ
Ｇ
Ｂ 

Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
～
関

学
く
ら
べ
て
み
ま
し
た
」
の
生
放

送
を
行
っ
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
あ
る
共
通

点
を
持
っ
た
３
組
を
あ
ら
ゆ
る
角

度
か
ら
比
較
し
て
い
こ
う
と
い
う

企
画
で
あ
る
。
１
日
目
は
「
電
波

を
支
配
す
る
関
学
生
」、
２
日
目

は
「
合
唱
に
全
て
を
捧
げ
る
関
学

生
」、
３
日
目
は
「
応
援
で
元
気

を
届
け
る
関
学
生
」
と
い
う
テ
ー

楽しく初の弁論を
第19回全日本学生新人ディベート大会

楽しく初の弁論を
第19回全日本学生新人ディベート大会

と
、
全
国
初
の
難
民
を
対
象
と
す

る
推
薦
入
学
制
度
を
開
始
し
た
こ

と
と
、
難
民
問
題
を
啓
発
す
る
た

め
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
Ｕ
Ｎ
Ｈ

Ｃ
Ｒ
難
民
映
画
祭
」
に
２
０
１
４

年
よ
り
協
力
し
、
本
学
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
も
上
映
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
。

　
現
在
、
推
薦
入
学
制
度
は
年
に

３
名
の
受
け
入
れ
枠
が
あ
り
、
学

費
は
全
額
免
除
さ
れ
る
。さ
ら
に
、

寄
附
を
も
と
に
生
活
費
が
毎
月

８
万
円
支
給
さ
れ
、
寮
も
優
先
的

に
手
配
さ
れ
る
と
い
っ
た
サ
ポ
ー

ト
が
受
け
ら
れ
る
。
本
学
で
は
今

年
度
ま
で
に
、
19
名
の
学
生
を
受

け
入
れ
て
き
た
。

　
一
方
で
、
課
題
も
あ
る
。
近
年

は
受
け
入
れ
３
枠
の
う
ち
、
１
枠

し
か
埋
ま
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。

生
の
声
を
届
け
る

総
部
放
送
局
、生
放
送
イ
ベ
ン
ト
開
催

加
害
者
に

　
な
ら
な
い
た
め
に

身
近
に
潜
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

加
害
者
に

　
な
ら
な
い
た
め
に

身
近
に
潜
む
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

難民問題を身近に
UNHCRより感謝状授与

難民問題を身近に
UNHCRより感謝状授与
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学習記録を分かりやすくグラフ化

Ｇ
Ｐ
Ａ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
よ
う
な

機
能
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

学
生
が
必
要
な
大
学
機
能
の
集
約

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
後
、KGPortfolio

を
活
用

し
て
い
く
部
署
は
増
え
て
い
く
予

定
だ
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
入
室
記
録
や
、
保
健
館
か
ら
は

学
生
定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
加

え
て
、
食
事
や
喫
煙
な
ど
健
康
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
本
学
卒
業
後
に
も
記

録
し
た
情
報
を
参
照
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入

試
で
本
学
へ
の
入
学
が
決
ま
っ
た

学
生
に
使
用
し
た
り
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討
し
て
い

る
そ
う
だ
。
今
回
取
材
を
し
た
高

等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
の
中
村
洋

右
さ
ん
は
「
教
員
や
職
員
な
ど
大

学
側
か
ら
の
支
援
を
き
っ
か
け
に

し
て
目
標
を
設
定
し
て
欲
し
い
。

自
分
の
気
付
き
を
一
言
ず
つ
で
も

構
わ
な
い
の
で
蓄
積
し
自
分
を
見

つ
め
直
す
道
具
と
し
て
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
学
生
へ
の
願
い
を
語

る
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア
プ

リ
「KGPortfolio

」
か
ら
利
用

で
き
る
。
ア
プ
リ
は
こ
れ
ま
で
に

６
０
０
０
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
記
録

し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
学

生
が
質
の
高
い
大
学
生
活
を
送
る

手
助
け
と
な
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
を
望
む
。

KGニュース

『現金社会・日本の将来』『現金社会・日本の将来』

論説日進月歩日進月歩
　
皆
さ
ん
は
買
い
物
を
す
る
と

き
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
支
払
い

を
す
る
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
日

本
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
に
よ
る
決
済
が
普
及
し

て
き
て
い
る
。
特
に
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

や
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
と
い
っ
た
電
子
マ

ネ
ー
を
導
入
す
る
店
舗
は
増
え
、

利
用
金
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
き
た
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
現
金
で
支
払

い
を
済
ま
せ
る
と
い
う
方
も
多
い

だ
ろ
う
。実
際
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、

韓
国
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
日
本

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
（
現
金
以
外

の
手
段
で
支
払
い
を
す
る
）
比
率

は
か
な
り
低
い
。
現
金
社
会
・
日

本
か
ら
現
金
が
消
え
る
日
は
果
た

し
て
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
比
率

が
１
０
０
％
に
迫
る
北
欧
の
国
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
様
子
を
見
て
み

よ
う
。
支
払
い
に
は
「
ス
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
（Swish

）」
と
い
う
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
相
手
の
電
話

番
号
を
入
力
し
、
銀
行
口
座
を
経

由
し
て
お
金
を
や
り
取
り
す
る
仕

　
さ
ら
に
カ
ー
ド
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
使
わ
ず
に
、
手
ぶ
ら
で

買
い
物
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
神
奈

川
県
の
湯
河
原
温
泉
で
は
、
指
紋

に
よ
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ

た
。
事
前
に
利
用
者
の
親
指
と
人

差
し
指
の
指
紋
デ
ー
タ
を
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
と
ひ
も
付
け

て
登
録
す
る
。
あ
と
は
旅
館
の
売

店
や
周
辺
の
飲
食
店
で
、
親
指
と

人
差
し
指
を
１
回
ず
つ
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
で
決
済
が
完
了
す
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
よ
う
な

パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
も
必
要
な
い

た
め
、
本
当
に
指
だ
け
で
決
済
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
手
ぶ

ら
決
済
」
が
普
及
し
、
ス
ト
レ
ス

な
く
買
い
物
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
日
が
来
る
の
も
そ
う
遠
く
は

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
現
金
利
用
が
多
い

日
本
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
流
れ
が
今
後
も
進
む
の

か
ど
う
か
は
怪
し
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
背
景
に
は
、
最
近
急

速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
存
在
が
あ
る
。

　
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
銀
行
口
座

か
ら
代
金
が
即
座
に
引
き
落
と
さ

れ
る
た
め
、
利
用
金
額
の
管
理
が

し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
違
っ

て
使
い
す
ぎ
る
心
配
も
な
い
た
め
、

銀
行
側
と
し
て
は
現
金
か
ら
の
切

り
替
え
を
促
し
た
い
考
え
だ
。

　
そ
し
て
今
年
４
月
か
ら
は
、

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
仕
組
み
が
解
禁
さ
れ
た
。
こ

の
仕
組
み
を
使
え
ば
、
小
売
店
の

レ
ジ
で
も
現
金
が
引
き
出
せ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
手
数
料

は
小
売
店
側
が
負
担
す
る
た
め
、

組
み
だ
。
単
に
決
済
だ
け
で
は
な

く
、
友
人
同
士
の
お
金
の
貸
し
借

り
に
も
使
え
る
。
そ
の
手
軽
さ
か

ら
、
今
で
は
国
民
の
多
く
が
ス

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
い
る
。

街
中
で
は
現
金
決
済
が
で
き
な
い

店
も
増
え
て
い
て
、
強
盗
や
ひ
っ

た
く
り
と
い
っ
た
現
金
を
狙
っ
た

犯
罪
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銀
行
の
半
数
以

上
は
、
も
は
や
現
金
を
置
い
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
中
央
銀
行
は

世
界
初
と
な
る
電
子
通
貨
の
発
行

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
も
は

や
日
常
生
活
か
ら
現
金
が
消
え
た

国
は
、
通
貨
の
あ
り
方
さ
え
も
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
か
な
り
極
端

な
例
な
の
だ
が
、
日
本
に
も
少
な

か
ら
ず
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
カ
ギ

に
な
る
の
は
や
は
り
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
存
在
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
２
つ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
紹
介
す
る
。
ま

ず
「
ペ
イ
モ
（paymo

）」
と
い

う
ア
プ
リ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

割
り
勘
が
簡
単
に
で
き
る
。
幹
事

が
請
求
し
た
代
金
を
、
メ
ン
バ
ー

は
事
前
に
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
支
払
う
。
お
金
の
や
り

取
り
に
よ
る
手
数
料
は
原
則
か
か

ら
な
い
。
ま
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

（Kyash

）」と
い
う
ア
プ
リ
で
は
、

利
用
者
同
士
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
た
送
金
が
無
料
で
行
え
る
。

こ
の
２
つ
の
ア
プ
リ
は
と
も
に
法

律
上
は
資
金
移
動
に
当
た
ら
な
い

た
め
、
厳
格
な
本
人
確
認
は
必
要

な
く
手
軽
に
利
用
で
き
る
。
飲
み

会
で
の
面
倒
な
割
り
勘
や
ち
ょ
っ

と
し
た
送
金
が
簡
単
に
行
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
消
費
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

レ
ジ
を
手
数
料
の
か
か
ら
な
い
Ａ

Ｔ
Ｍ
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
だ

け
で
手
続
き
は
完
了
す
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
す
る
つ
い
で

に
現
金
を
引
き
出
す
と
い
っ
た
利

用
も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
現

在
は
必
要
な
法
律
が
整
備
さ
れ
た

段
階
で
あ
り
、
実
用
化
に
向
け
た

課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。
実
際
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
も
う

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　
日
本
で
現
金
へ
の
需
要
が
な
く

な
ら
な
い
背
景
に
は
、
日
本
人
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
対
す
る
恐

怖
感
や
、
現
金
へ
の
愛
着
が
あ
る

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
現

在
日
本
国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）
の
台
数
は
19
万
台
を
超
え
て

い
る
。
こ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
５
万
台
に
も
上
る
。
確
か
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
が
近
く
に
あ
る
の
な
ら
、
現

金
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す

る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
見
当
た

ら
な
い
。
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア

ウ
ト
が
可
能
に
な
れ
ば
、
実
質
Ａ

Ｔ
Ｍ
と
し
て
使
用
で
き
る
拠
点
は

増
え
る
。
結
局
、
よ
り
現
金
を
引

き
出
し
や
す
く
な
り
、
日
本
人
の

現
金
で
支
払
う
傾
向
は
さ
ら
に
強

ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将

来
的
に
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ウ
ト
に
よ
る
現
金
の
引
き
出
し

が
増
え
る
と
い
う
、
ま
さ
に
矛
盾

を
抱
え
て
い
る
。

　
も
し
本
当
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
進
め
た
い
の
な
ら
ば
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
数
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の
だ
。

し
か
し
現
金
を
引
き
出
す
需
要
は

あ
る
と
み
て
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
中
心
に
設
置
台
数
は
今
後
も
増

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ

Ｇ
Ｕ
」。
今
回
は
「
国
際
通
用
性

の
あ
る
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
の
一
環
と
し
て
、
３
月
末
か

ら
新
し
く
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た

「KGPortfolio

」
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
よ

う
。
こ
れ
は
学
生
の
学
習
記
録
、

成
果
の
『
可
視
化
』
を
行
う
こ
と

に
よ
り
学
生
の
『
振
り
返
り
』
を

促
進
し
、
教
育
の
質
保
証
を
行
う

た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
大
学
生

活
に
お
け
る
経
験
や
そ
の
時
々
の

想
い
を
整
理
す
る
の
を
助
け
て
く

れ
る
。
例
え
ば
、
授
業
を
受
け
専

門
知
識
の
修
得
を
す
る
。
留
学
や

で
受
験
し
た
も
の
の
他
に
も
、
外

部
で
受
験
し
た
試
験
結
果
も
入
力

す
る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
ス
コ

ア
の
伸
長
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
学
生
活
動
支
援
機
構
か
ら
は
、

年
度
ご
と
の
課
外
活
動
の
活
動
名

や
期
間
が
提
供
さ
れ
、
自
由
に
コ

メ
ン
ト
の
入
力
が
可
能
だ
。

　
高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
で
提
出
し
た
課
題

や
テ
ス
ト
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
能
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
回
答
し
た
「
学
修
行

動
と
授
業
に
関
す
る
調
査
」
の
公

表
可
能
な
結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
る
機
能
も
あ
る
。

　
大
学
図
書
館
か
ら
は
、
月
別
の

入
館
記
録
、
保
健
館
か
ら
は
、
毎

年
４
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
学
生

定
期
健
康
診
断
の
結
果
が
提
供
さ

れ
る
予
定
だ
。

　
こ
の
他
に
も
学
修
に
お
け
る
目

標
や
生
活
に
お
け
る
目
標
を
立
て

ら
れ
る
。
定
期
的
に
進
捗
を
確
認

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
が
あ
り
管

理
も
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
自
分
が
更
新
し
た
項
目
を

時
系
列
に
表
示
し
て
く
れ
る
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
機
能
や
、
自
分
が
参

加
し
た
留
学
説
明
会
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
状
況
が
分
か
る
機
能
も

あ
る
。
自
分
が
ど
の
時
期
に
何
を

考
え
て
い
た
か
を
把
握
で
き
る
。

今
ま
で
は
、
成
績
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
数
字
の
羅
列
だ
っ
た
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ク
ラ
ブ
活
動
、
語
学
力
の
向
上
に

励
む
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
課
外
活
動
を
す

る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
大
学
院

進
学
や
就
職
活
動
な
ど
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
場
合

に
と
て
も
重
要
に
な
る
。
未
来
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
に
な
り
、
自

分
が
大
学
で
勉
強
し
た
こ
と
や
、

達
成
し
た
こ
と
を
詳
し
く
振
り
返

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
が
役
立
つ
の
だ
。

　KGPortfolio

に
は
、
本
学
の

各
部
署
か
ら
様
々
な
機
能
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
学
生
の
考
え
・
経
験

の
蓄
積
を
し
、
進
路
選
択
や
就
職

活
動
に
役
立
つ
機
能
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
１
回
生
か
ら
４
回
生
ま

で
学
年
に
応
じ
た
設
問
が
用
意
さ

れ
、
書
き
込
み
が
で
き
る
「
キ
ャ

リ
ア
シ
ー
ト
」
や
、
自
分
の
人
生

経
験
や
人
生
の
浮
き
沈
み
を
時
系

列
で
グ
ラ
フ
化
し
た
「
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
チ
ャ
ー
ト
」、
自
分
の
特
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
強
み

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
な
ど
だ
。
本

来
な
ら
ば
就
職
活
動
を
始
め
る
時

期
に
行
う
も
の
を
そ
の
時
々
で
記

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深

い
分
析
が
可
能
に
な
る
。

　
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
、
留
学
の
種
別
や
そ
の
期
間

の
デ
ー
タ
、
留
学
の
際
に
国
際
連

携
機
構
に
提
出
す
る
活
動
記
録
の

一
部
が
提
供
さ
れ
る
。
こ
こ
に
も

コ
メ
ン
ト
機
能
が
つ
い
て
お
り
、

自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
こ
ま
め
に

蓄
積
で
き
る
。

　
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
語
学
に
関
す
る
記
録
が
提
供

さ
れ
る
。
入
学
時
に
受
験
す
る
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
、
入
学
後
に
受
験
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
が
時
系
列

の
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
。
学
内

え
る
見
通
し
だ
と
い
う
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ア
ウ
ト
を
導
入
し
て
も
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流
れ
が
止

ま
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
現
金
社
会
・
日
本
に
現
金
が

消
え
る
日
は
永
遠
に
や
っ
て
こ
な

い
。
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学習記録を分かりやすくグラフ化

Ｇ
Ｐ
Ａ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
よ
う
な

機
能
も
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

学
生
が
必
要
な
大
学
機
能
の
集
約

が
な
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
今
後
、KGPortfolio

を
活
用

し
て
い
く
部
署
は
増
え
て
い
く
予

定
だ
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
入
室
記
録
や
、
保
健
館
か
ら
は

学
生
定
期
健
康
診
断
の
結
果
に
加

え
て
、
食
事
や
喫
煙
な
ど
健
康
に

関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
く
れ

る
。
ま
た
、
本
学
卒
業
後
に
も
記

録
し
た
情
報
を
参
照
で
き
る
よ
う

に
し
た
り
、
推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入

試
で
本
学
へ
の
入
学
が
決
ま
っ
た

学
生
に
使
用
し
た
り
し
て
も
ら
え

る
よ
う
な
仕
組
み
も
検
討
し
て
い

る
そ
う
だ
。
今
回
取
材
を
し
た
高

等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
の
中
村
洋

右
さ
ん
は
「
教
員
や
職
員
な
ど
大

学
側
か
ら
の
支
援
を
き
っ
か
け
に

し
て
目
標
を
設
定
し
て
欲
し
い
。

自
分
の
気
付
き
を
一
言
ず
つ
で
も

構
わ
な
い
の
で
蓄
積
し
自
分
を
見

つ
め
直
す
道
具
と
し
て
活
用
し
て

ほ
し
い
」
と
学
生
へ
の
願
い
を
語

る
。

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
の
ア
プ

リ
「KGPortfolio

」
か
ら
利
用

で
き
る
。
ア
プ
リ
は
こ
れ
ま
で
に

６
０
０
０
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
記
録

し
て
い
る
。
一
人
で
も
多
く
の
学

生
が
質
の
高
い
大
学
生
活
を
送
る

手
助
け
と
な
る
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
を
望
む
。

KGニュース
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論説日進月歩日進月歩
　
皆
さ
ん
は
買
い
物
を
す
る
と

き
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
支
払
い

を
す
る
だ
ろ
う
か
。
最
近
で
は
日

本
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
電

子
マ
ネ
ー
に
よ
る
決
済
が
普
及
し

て
き
て
い
る
。
特
に
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ

や
Ｗ
Ａ
Ｏ
Ｎ
と
い
っ
た
電
子
マ

ネ
ー
を
導
入
す
る
店
舗
は
増
え
、

利
用
金
額
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

サ
ー
ビ
ス
も
充
実
し
て
き
た
。
し

か
し
、
依
然
と
し
て
現
金
で
支
払

い
を
済
ま
せ
る
と
い
う
方
も
多
い

だ
ろ
う
。実
際
ア
メ
リ
カ
や
中
国
、

韓
国
な
ど
と
比
較
し
て
も
、
日
本

の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
（
現
金
以
外

の
手
段
で
支
払
い
を
す
る
）
比
率

は
か
な
り
低
い
。
現
金
社
会
・
日

本
か
ら
現
金
が
消
え
る
日
は
果
た

し
て
や
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
比
率

が
１
０
０
％
に
迫
る
北
欧
の
国
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
様
子
を
見
て
み

よ
う
。
支
払
い
に
は
「
ス
ウ
ィ
ッ

シ
ュ
（Swish

）」
と
い
う
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
使
用
す
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
相
手
の
電
話

番
号
を
入
力
し
、
銀
行
口
座
を
経

由
し
て
お
金
を
や
り
取
り
す
る
仕

　
さ
ら
に
カ
ー
ド
も
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
も
使
わ
ず
に
、
手
ぶ
ら
で

買
い
物
で
き
る
よ
う
に
す
る
取
り

組
み
も
始
ま
っ
て
い
る
。
神
奈

川
県
の
湯
河
原
温
泉
で
は
、
指
紋

に
よ
る
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ

た
。
事
前
に
利
用
者
の
親
指
と
人

差
し
指
の
指
紋
デ
ー
タ
を
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
情
報
と
ひ
も
付
け

て
登
録
す
る
。
あ
と
は
旅
館
の
売

店
や
周
辺
の
飲
食
店
で
、
親
指
と

人
差
し
指
を
１
回
ず
つ
タ
ッ
チ
す

る
だ
け
で
決
済
が
完
了
す
る
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
決
済
の
よ
う
な

パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
も
必
要
な
い

た
め
、
本
当
に
指
だ
け
で
決
済
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
手
ぶ

ら
決
済
」
が
普
及
し
、
ス
ト
レ
ス

な
く
買
い
物
を
楽
し
め
る
よ
う
に

な
る
日
が
来
る
の
も
そ
う
遠
く
は

な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
現
金
利
用
が
多
い

日
本
で
も
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化

は
確
実
に
進
ん
で
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
流
れ
が
今
後
も
進
む
の

か
ど
う
か
は
怪
し
い
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
背
景
に
は
、
最
近
急

速
に
普
及
が
進
ん
で
い
る
デ
ビ
ッ

ト
カ
ー
ド
の
存
在
が
あ
る
。

　
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
は
銀
行
口
座

か
ら
代
金
が
即
座
に
引
き
落
と
さ

れ
る
た
め
、
利
用
金
額
の
管
理
が

し
や
す
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
違
っ

て
使
い
す
ぎ
る
心
配
も
な
い
た
め
、

銀
行
側
と
し
て
は
現
金
か
ら
の
切

り
替
え
を
促
し
た
い
考
え
だ
。

　
そ
し
て
今
年
４
月
か
ら
は
、

デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
使
っ
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
」
と
呼
ば

れ
る
仕
組
み
が
解
禁
さ
れ
た
。
こ

の
仕
組
み
を
使
え
ば
、
小
売
店
の

レ
ジ
で
も
現
金
が
引
き
出
せ
る
よ

う
に
な
る
と
い
う
の
だ
。
手
数
料

は
小
売
店
側
が
負
担
す
る
た
め
、

組
み
だ
。
単
に
決
済
だ
け
で
は
な

く
、
友
人
同
士
の
お
金
の
貸
し
借

り
に
も
使
え
る
。
そ
の
手
軽
さ
か

ら
、
今
で
は
国
民
の
多
く
が
ス

ウ
ィ
ッ
シ
ュ
を
使
用
し
て
い
る
。

街
中
で
は
現
金
決
済
が
で
き
な
い

店
も
増
え
て
い
て
、
強
盗
や
ひ
っ

た
く
り
と
い
っ
た
現
金
を
狙
っ
た

犯
罪
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
ま
た

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
銀
行
の
半
数
以

上
は
、
も
は
や
現
金
を
置
い
て
い

な
い
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け

て
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
中
央
銀
行
は

世
界
初
と
な
る
電
子
通
貨
の
発
行

を
検
討
し
て
い
る
と
い
う
。
も
は

や
日
常
生
活
か
ら
現
金
が
消
え
た

国
は
、
通
貨
の
あ
り
方
さ
え
も
変

え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
か
な
り
極
端

な
例
な
の
だ
が
、
日
本
に
も
少
な

か
ら
ず
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
波

は
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。
カ
ギ

に
な
る
の
は
や
は
り
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
存
在
で
あ
る
。

　
こ
こ
で
は
２
つ
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を
紹
介
す
る
。
ま

ず
「
ペ
イ
モ
（paymo

）」
と
い

う
ア
プ
リ
で
は
、
グ
ル
ー
プ
で
の

割
り
勘
が
簡
単
に
で
き
る
。
幹
事

が
請
求
し
た
代
金
を
、
メ
ン
バ
ー

は
事
前
に
登
録
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
支
払
う
。
お
金
の
や
り

取
り
に
よ
る
手
数
料
は
原
則
か
か

ら
な
い
。
ま
た
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ

（Kyash

）」と
い
う
ア
プ
リ
で
は
、

利
用
者
同
士
な
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を

通
じ
た
送
金
が
無
料
で
行
え
る
。

こ
の
２
つ
の
ア
プ
リ
は
と
も
に
法

律
上
は
資
金
移
動
に
当
た
ら
な
い

た
め
、
厳
格
な
本
人
確
認
は
必
要

な
く
手
軽
に
利
用
で
き
る
。
飲
み

会
で
の
面
倒
な
割
り
勘
や
ち
ょ
っ

と
し
た
送
金
が
簡
単
に
行
え
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
さ
ら
な
る
消
費
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
。

レ
ジ
を
手
数
料
の
か
か
ら
な
い
Ａ

Ｔ
Ｍ
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
暗
証
番
号
を
入
力
す
る
だ

け
で
手
続
き
は
完
了
す
る
た
め
、

ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
す
る
つ
い
で

に
現
金
を
引
き
出
す
と
い
っ
た
利

用
も
可
能
に
な
る
。
た
だ
し
、
現

在
は
必
要
な
法
律
が
整
備
さ
れ
た

段
階
で
あ
り
、
実
用
化
に
向
け
た

課
題
は
ま
だ
ま
だ
多
い
。
実
際
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア
ウ
ト
が
利
用
で
き

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
も
う

し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
そ
う
だ
。

　
日
本
で
現
金
へ
の
需
要
が
な
く

な
ら
な
い
背
景
に
は
、
日
本
人
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
対
す
る
恐

怖
感
や
、
現
金
へ
の
愛
着
が
あ
る

か
ら
な
の
だ
ろ
う
。
実
際
に
、
現

在
日
本
国
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る

Ａ
Ｔ
Ｍ
（
現
金
自
動
預
け
払
い

機
）
の
台
数
は
19
万
台
を
超
え
て

い
る
。
こ
の
う
ち
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の

は
５
万
台
に
も
上
る
。
確
か
に
Ａ

Ｔ
Ｍ
が
近
く
に
あ
る
の
な
ら
、
現

金
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す

る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
ま
り
見
当
た

ら
な
い
。
さ
ら
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
ア

ウ
ト
が
可
能
に
な
れ
ば
、
実
質
Ａ

Ｔ
Ｍ
と
し
て
使
用
で
き
る
拠
点
は

増
え
る
。
結
局
、
よ
り
現
金
を
引

き
出
し
や
す
く
な
り
、
日
本
人
の

現
金
で
支
払
う
傾
向
は
さ
ら
に
強

ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
将

来
的
に
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
普
及

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

ア
ウ
ト
に
よ
る
現
金
の
引
き
出
し

が
増
え
る
と
い
う
、
ま
さ
に
矛
盾

を
抱
え
て
い
る
。

　
も
し
本
当
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
を
進
め
た
い
の
な
ら
ば
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
の
数
を
減
ら
せ
ば
よ
い
の
だ
。

し
か
し
現
金
を
引
き
出
す
需
要
は

あ
る
と
み
て
、
コ
ン
ビ
ニ
Ａ
Ｔ
Ｍ

を
中
心
に
設
置
台
数
は
今
後
も
増

　
本
学
の
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ

ル
事
業
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で

お
伝
え
し
て
い
る
「
追
跡
‼
Ｓ

Ｇ
Ｕ
」。
今
回
は
「
国
際
通
用
性

の
あ
る
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構

築
」
の
一
環
と
し
て
、
３
月
末
か

ら
新
し
く
サ
ー
ビ
ス
が
始
ま
っ
た

「KGPortfolio

」
を
紹
介
す
る
。

　
ま
ず
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
と
は

何
か
と
い
う
こ
と
を
説
明
し
よ

う
。
こ
れ
は
学
生
の
学
習
記
録
、

成
果
の
『
可
視
化
』
を
行
う
こ
と

に
よ
り
学
生
の
『
振
り
返
り
』
を

促
進
し
、
教
育
の
質
保
証
を
行
う

た
め
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
。
大
学
生

活
に
お
け
る
経
験
や
そ
の
時
々
の

想
い
を
整
理
す
る
の
を
助
け
て
く

れ
る
。
例
え
ば
、
授
業
を
受
け
専

門
知
識
の
修
得
を
す
る
。
留
学
や

で
受
験
し
た
も
の
の
他
に
も
、
外

部
で
受
験
し
た
試
験
結
果
も
入
力

す
る
こ
と
が
で
き
、
自
身
の
ス
コ

ア
の
伸
長
を
測
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
学
生
活
動
支
援
機
構
か
ら
は
、

年
度
ご
と
の
課
外
活
動
の
活
動
名

や
期
間
が
提
供
さ
れ
、
自
由
に
コ

メ
ン
ト
の
入
力
が
可
能
だ
。

　
高
等
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
Ｌ
Ｕ
Ｎ
Ａ
で
提
出
し
た
課
題

や
テ
ス
ト
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
機
能
が
提
供
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
回
答
し
た
「
学
修
行

動
と
授
業
に
関
す
る
調
査
」
の
公

表
可
能
な
結
果
が
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
さ
れ
る
機
能
も
あ
る
。

　
大
学
図
書
館
か
ら
は
、
月
別
の

入
館
記
録
、
保
健
館
か
ら
は
、
毎

年
４
月
に
実
施
さ
れ
て
い
る
学
生

定
期
健
康
診
断
の
結
果
が
提
供
さ

れ
る
予
定
だ
。

　
こ
の
他
に
も
学
修
に
お
け
る
目

標
や
生
活
に
お
け
る
目
標
を
立
て

ら
れ
る
。
定
期
的
に
進
捗
を
確
認

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
が
あ
り
管

理
も
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
自
分
が
更
新
し
た
項
目
を

時
系
列
に
表
示
し
て
く
れ
る
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
の
機
能
や
、
自
分
が
参

加
し
た
留
学
説
明
会
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ラ
イ
フ
Ａ
Ｂ
Ｃ
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
参
加
状
況
が
分
か
る
機
能
も

あ
る
。
自
分
が
ど
の
時
期
に
何
を

考
え
て
い
た
か
を
把
握
で
き
る
。

今
ま
で
は
、
成
績
通
知
書
に
記
載

さ
れ
て
い
る
数
字
の
羅
列
だ
っ
た

第14回追跡!! SGU
質の高い大学生活を支援する

「KGPortfolio」サービス開始 

ク
ラ
ブ
活
動
、
語
学
力
の
向
上
に

励
む
。
ア
ル
バ
イ
ト
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
な
ど
の
課
外
活
動
を
す

る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
大
学
院

進
学
や
就
職
活
動
な
ど
、
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
に
つ
い
て
考
え
る
場
合

に
と
て
も
重
要
に
な
る
。
未
来
に

つ
い
て
考
え
る
と
き
に
な
り
、
自

分
が
大
学
で
勉
強
し
た
こ
と
や
、

達
成
し
た
こ
と
を
詳
し
く
振
り
返

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
ポ
ー

ト
フ
ォ
リ
オ
が
役
立
つ
の
だ
。

　KGPortfolio

に
は
、
本
学
の

各
部
署
か
ら
様
々
な
機
能
が
提
供

さ
れ
て
い
る
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
か
ら
は
学
生
の
考
え
・
経
験

の
蓄
積
を
し
、
進
路
選
択
や
就
職

活
動
に
役
立
つ
機
能
が
提
供
さ
れ

て
い
る
。
１
回
生
か
ら
４
回
生
ま

で
学
年
に
応
じ
た
設
問
が
用
意
さ

れ
、
書
き
込
み
が
で
き
る
「
キ
ャ

リ
ア
シ
ー
ト
」
や
、
自
分
の
人
生

経
験
や
人
生
の
浮
き
沈
み
を
時
系

列
で
グ
ラ
フ
化
し
た
「
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
チ
ャ
ー
ト
」、
自
分
の
特
性

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
「
強
み

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
な
ど
だ
。
本

来
な
ら
ば
就
職
活
動
を
始
め
る
時

期
に
行
う
も
の
を
そ
の
時
々
で
記

録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
深

い
分
析
が
可
能
に
な
る
。

　
国
際
教
育
・
協
力
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
、
留
学
の
種
別
や
そ
の
期
間

の
デ
ー
タ
、
留
学
の
際
に
国
際
連

携
機
構
に
提
出
す
る
活
動
記
録
の

一
部
が
提
供
さ
れ
る
。
こ
こ
に
も

コ
メ
ン
ト
機
能
が
つ
い
て
お
り
、

自
分
が
感
じ
た
こ
と
を
こ
ま
め
に

蓄
積
で
き
る
。

　
言
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
語
学
に
関
す
る
記
録
が
提
供

さ
れ
る
。
入
学
時
に
受
験
す
る
Ｇ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
、
入
学
後
に
受
験
す
る

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
の
ス
コ
ア
が
時
系
列

の
グ
ラ
フ
で
表
示
さ
れ
る
。
学
内

え
る
見
通
し
だ
と
い
う
。
キ
ャ
ッ

シ
ュ
ア
ウ
ト
を
導
入
し
て
も
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
流
れ
が
止

ま
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
現
金
社
会
・
日
本
に
現
金
が

消
え
る
日
は
永
遠
に
や
っ
て
こ
な

い
。
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2017年5月26日 関 西 学 院 大 学 新 聞 4関学チャペルアワー特集

　チャペルアワーは１時限目と２時限目の間に
設定されている。関学生であれば一度は行った
ことがあるだろう。今回は西宮上ケ原キャンパ
スの各学部の宗教主事の先生方にお話を伺った。
学部ごとに異なる趣を持つチャペルの魅力と、
学部独自で行われているチャペルアワーの様子
を調べてみた。

〜NO CHAPEL, NO KG〜
は
じ
め
に

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
関
西

学
院
全
体
で
重
要
な
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
だ
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
関
西
学
院

大
学
の
チ
ャ
ペ
ル
の
歴
史
は

古
く
、
ま
た
、
神
学
部
、
文

学
部
、
経
済
学
部
の
チ
ャ
ペ

ル
の
内
装
は
、
１
９
２
９
年

に
上
ケ
原
へ
移
転
し
た
当
時

の
状
態
を
現
在
も
ほ
ぼ
保
っ

て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
は
キ
リ

ス
ト
教
主
義
教
育
を
具
現
化

し
た
も
の
と
し
て
、
大
学
全

体
で
取
り
組
み
ま
す
。
学
生

は
必
修
科
目
で
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
学
を
受
講
し
、
そ
し
て

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の

世
界
が
身
を
も
っ
て
体
感
で

き
る
の
で
す
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
が
授
業

と
授
業
の
間
に
行
え
る
の
も
、

教
職
員
や
学
生
の
理
解
と
協

力
な
く
し
て
は
で
き
ま
せ
ん
。

語
る
も
の
と
聞
く
も
の
が
と

も
に
問
い
問
わ
れ
る
場
と
し

て
、
ま
さ
に
双
方
向
で
作
り

上
げ
る
時
間
な
の
で
す
。 関西学院大学 宗教総主事

舟
ふな

木
き

讓
じょう

神
学
部

社
会
学
部

法
学
部

文
学
部

　
「
チ
ャ
ペ
ル
」
と
聞
い
た
と
き

に
、
神
学
部
を
一
番
に
思
い
浮
か

べ
る
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
神
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル

は
本
学
が
上
ケ
原
へ
と
移
転
し
た

１
９
２
９
年
に
建
築
さ
れ
、
今
も

愛
着
を
持
っ
て
使
い
続
け
ら
れ
て

い
る
。
メ
ソ
ヂ
ス
ト
教
会
の
正
式

な
建
て
方
に
則
っ
て
お
り
、
収
容

人
数
80
名
の
こ
ぢ
ん
ま
り
と
し
た

造
り
と
高
い
天
井
、
そ
し
て
正
面

の
聖
壇
が
印
象
的
だ
。
そ
の
内
部

に
飾
ら
れ
て
い
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ

ス
は
、
神
学
部
の
卒
業
生
が
母
校

の
た
め
に
と
寄
贈
し
た
も
の
で
、

青
い
ガ
ラ
ス
が
幻
想
的
で
あ
る
。 

　
神
学
部
礼
拝
委
員
会
委
員
長
の

水
野
隆
一
教
授
に
よ
る
と
、
神
学

部
生
の
４
割
が
牧
師
や
伝
道
師
と

な
り
、
教
員
も
全
員
が
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
他

学
部
よ
り
も
「
キ
リ
ス
ト
教
の
礼

拝
」
を
意
識
し
て
行
っ
て
い
る
。

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
で
は
、
通
常
の

講
義
で
の
学
習
に
加
え
て
実
際
に

「
生
き
た
キ
リ
ス
ト
教
」
を
体
験

で
き
る
。
ほ
か
に
も
、
将
来
は
牧

師
と
な
る
た
め
に
特
定
の
授
業
を

履
修
し
た
大
学
院
生
や
、
神
学
部

を
卒
業
し
て
現
在
牧
師
と
し
て
実

際
に
働
い
て
い
る
方
が
話
を
す
る

こ
と
が
あ
る
の
も
特
徴
だ
。

　
毎
日
行
っ
て
い
る
チ
ャ
ペ
ル 

ア
ワ
ー
は
、
上
回
生
に
な
る
ほ
ど

出
席
率
が
高
く
、
特
に
編
入
生
や

大
学
院
生
が
よ
り
多
く
参
加
し
て

い
る
。
今
後
はFacebook

な
ど

を
通
じ
て
も
情
報
を
発
信
し
て

い
く
そ
う
な
の
で
、
そ
ち
ら
も 

要
チ
ェ
ッ
ク
だ
。

CHAPEL DATA
CHAPEL DATA

CHAPEL DATA
CHAPEL DATA

場
　
所
：
神
学
部
棟
２
階

開
催
日
：
月
〜
金

場
　
所
：
Ｈ
号
館
１
階

開
催
日
：
火
・
水
・
木

場
　
所
：
法
学
部
棟

開
催
日
：
火
・
水
・
木

場
　
所
：
文
学
部
棟
１
階

開
催
日
：
火
・
木
・
金

　
文
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
は
、

１
９
２
９
年
の
上
ケ
原
移
転
時
に

建
築
さ
れ
た
、
本
学
の
中
で
も
歴

史
あ
る
チ
ャ
ペ
ル
で
あ
る
。
文
学

部
棟
の
第
一
教
室
と
し
て
、
キ
リ

ス
ト
教
学
な
ど
通
常
の
授
業
で
も

使
用
さ
れ
る
た
め
、
椅
子
と
と
も

に
机
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。
最
大

２
０
０
名
が
収
容
で
き
る
室
内
は

階
段
状
の
構
造
に
な
っ
て
い
て
、

窓
が
大
き
く
チ
ャ
ペ
ル
全
体
が
明

る
い
の
も
大
き
な
特
徴
だ
。

　
週
３
回
開
催
さ
れ
る
チ
ャ
ペ
ル

ア
ワ
ー
の
う
ち
、
毎
週
金
曜
日
は

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ペ
ル
と

し
て
行
わ
れ
る
。
宗
教
主
事
の
ア

ン
ド
レ
ア
ス
・
ル
ス
タ
ー
ホ
ル
ツ

教
授
が
す
べ
て
英
語
で
行
う
。
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ
ペ
ル
を
実

施
し
て
い
る
学
部
は
少
な
い
た

め
、
他
学
部
の
学
生
も
参
加
し
て

い
る
。
配
布
さ
れ
る
式
次
第
や
聖

書
の
プ
リ
ン
ト
に
は
日
本
語
訳
も

印
刷
さ
れ
て
い
る
た
め
、
内
容
が

ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
最
初

は
雰
囲
気
に
圧
倒
さ
れ
て
し
ま
う

学
生
も
い
る
の
だ
が
、
複
数
回
出

席
す
る
こ
と
で
緊
張
も
解
け
て
い

く
と
い
う
。

　
ル
ス
タ
ー
ホ
ル
ツ
教
授
は
、
ど

う
し
て
も
１
回
生
の
出
席
が
多
く

な
っ
て
し
ま
う
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー

で
は
あ
る
が
、
文
学
部
生
に
は
女

性
が
多
い
た
め
讃
美
歌
を
最
後
ま

で
歌
っ
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い

と
話
し
た
。

　
社
会
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
は
か
つ

て
教
室
と
兼
用
だ
っ
た
も
の
を
建

て
替
え
た
も
の
で
あ
り
、
学
内
で

は
専
用
の
チ
ャ
ペ
ル
と
し
て
１
番

最
近
に
新
築
さ
れ
た
。

　
正
面
に
あ
る
バ
ナ
ー
は
社
会
学

部
の
シ
ン
ボ
ル
を
表
し
て
お
り
、

旧
チ
ャ
ペ
ル
の
頃
か
ら
使
わ
れ
て

い
た
。
こ
れ
は
宗
教
主
事
の
打う

て

樋び

啓け
い

史じ

教
授
と
宣
教
師
の
ル
ー
ス
・

Ｍ
・
グ
ル
ー
ベ
ル
教
授
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
身
寄
り
の
な
い
女
性
が

人
形
を
作
る
活
動
を
支
援
し
て
い

る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
制
作
を
依
頼
し
た
も

の
で
あ
る
。
明
る
さ
に
も
こ
だ

わ
っ
て
お
り
、
照
明
に
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
白
熱
電
球
が
使
わ
れ
て
い
る
。

　
社
会
学
部
で
は
毎
月
チ
ャ
ペ
ル

の
予
定
表
を
発
行
し
、
月
ご
と
に

共
通
の
テ
ー
マ
を
定
め
て
い
る
。

各
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
学
部
の
教
員

が
自
身
の
研
究
内
容
や
、
経
験
な

ど
を
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
も
と

に
ゼ
ミ
を
決
め
る
学
生
も
多
い
よ

う
で
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
２

回
生
以
上
も
多
く
訪
れ
る
そ
う

だ
。
３
年
前
か
ら
は
内
容
を
厳
選

し
た
も
の
を
年
度
終
わ
り
に
チ
ャ

ペ
ル
講
話
集
と
し
て
発
行
さ
れ
、

学
部
の
新
入
生
全
員
に
配
布
さ
れ

る
。
他
に
も
チ
ャ
ペ
ル
内
に
バ
ン

ド
の
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
打

樋
教
授
が
メ
ン
バ
ー
を
集
め
て

世
界
の
讃
美
歌
な
ど
を
歌
う
バ

ン
ド
ス
タ
イ
ル
の
チ
ャ
ペ
ル
を

行
っ
て
い
る
。
昨
年
の
ク
リ
ス

マ
ス
に
は
ボ
サ
ノ
バ
で
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
を
演
奏
し
大
好
評

だ
っ
た
。
次
回
は
６
月
28
日
に

開
催
予
定
だ
。

　
上
ケ
原
で
は
唯
一
の
２
階
席
が

あ
る
チ
ャ
ペ
ル
を
持
つ
の
が
法
学

部
だ
。
チ
ャ
ペ
ル
は
、
内
部
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
建
築
様
式
を
持

ち
な
が
ら
も
ア
ジ
ア
的
な
タ
ペ
ス

ト
リ
ー
な
ど
を
取
り
入
れ
、
神
秘

的
な
空
間
と
な
っ
て
い
る
。
チ
ャ

ペ
ル
に
飾
ら
れ
て
い
る
作
品
は
、

歴
代
の
宗
教
主
事
と
宣
教
師
が
協

力
し
て
調
達
し
て
き
た
も
の
で
あ

る
。
５
月
17
日
に
は
画
家
の
渡
辺

総
一
さ
ん
の
絵
が
２
枚
チ
ャ
ペ
ル

の
後
ろ
に
飾
ら
れ
る
予
定
だ
。

　
法
学
部
独
自
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
複
数
言
語
に
よ
る
チ
ャ
ペ

ル
ア
ワ
ー
が
挙
げ
ら
れ
る
。
複
数

言
語
と
は
、
英
語
以
外
に
も
ド
イ

ツ
語
や
中
国
語
な
ど
で
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
言
語
を
母
語
と
し
て
使

用
し
て
い
る
人
々
に
自
分
た
ち
の

文
化
な
ど
つ
い
て
英
語
を
用
い
て

話
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

だ
。
ほ
か
に
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の

暦
の
上
で
は
空
白
に
あ
た
る
９
月

か
ら
10
月
に
か
け
て
の
３
週
間
に

はTime for Creation

と
い
う

題
で
環
境
や
生
物
多
様
性
に
関
す

る
内
容
の
チ
ャ
ペ
ル
を
行
っ
て
い

る
。
期
間
中
は
学
部
や
学
内
で
特

に
そ
の
テ
ー
マ
に
関
す
る
研
究
し

て
い
る
方
を
招
く
ほ
か
、
世
界

キ
リ
ス
ト
教
協
議
会
か
ら
提
供

さ
れ
る
特
別
な
祈
り
の
言
葉
に

合
わ
せ
て
の
礼
拝
を
行
う
。

　
宗
教
主
事
の
大
宮
有と

も

博ひ
ろ

教
授

は
、「
チ
ャ
ペ
ル
に
つ
い
て
よ
り

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、Twitter

やFacebook

で
今
後
も
チ
ャ
ペ
ル
の
情
報
を

配
信
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
。
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総力取材

経
済
学
部

人
間
福
祉
学
部

国
際
学
部

商
学
部

　
経
済
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
は
、

１
９
２
９
年
に
上
ケ
原
へ
移
転
し

た
当
時
の
姿
を
今
も
残
し
て
い

る
。
最
大
１
５
０
名
を
収
容
で
き

る
チ
ャ
ペ
ル
は
階
段
状
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
聞
き
手
で
あ
る
学
生

と
話
し
手
で
あ
る
教
員
の
距
離
が

近
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
経
済
学
部
は
他
の
学
部
に
先
が

け
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い

教
員
に
よ
る
講
話
を
始
め
た
。
最

近
で
は
「
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ
ル
」

と
よ
ば
れ
る
、
経
済
学
や
人
間
に

関
す
る
テ
ー
マ
の
チ
ャ
ペ
ル
が
行

わ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ

ル
は
、
経
済
学
部
の
専
任
教
員
が

担
当
し
て
い
る
。
ま
た
経
済
学
部

で
は
、
以
前
ま
で
退
職
す
る
教
員

に
よ
る
最
終
講
義
は
な
く
、
代
わ

り
に
「
最
終
講
話
チ
ャ
ペ
ル
」
が

行
わ
れ
て
い
た
。
今
で
は
最
終
講

義
を
行
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
経

済
学
部
で
は
古
く
か
ら
チ
ャ
ペ
ル

が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ
ル

と
最
終
講
話
の
内
容
は
、
経
済
学

部
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
エ
コ
ノ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
雑
誌
に
要

約
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
参
加
し
て
い

な
い
学
生
も
、
後
か
ら
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
度
ま
で
は
週
５
日

開
催
し
て
い
た
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー

も
、
現
在
は
週
３
日
に
な
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
学
と
は
補
完
関
係
に

あ
る
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
出
席
し
て
ほ
し
い
と
宗
教

主
事
の
舟ふ

な

木き

讓じ
ょ
う

教
授
は
話
し
た
。

CHAPEL DATA
CHAPEL DATA

CHAPEL DATA
CHAPEL DATA

場
　
所
：
経
済
学
部
棟
２
階

開
催
日
：
月
・
火
・
水

場
　
所
：
Ｇ
号
館
２
階
体
育
館
側

開
催
日
：
月
・
水
・
金

場
　
所
：
Ｇ
号
館
Ⅰ
Ｓ
３
０
３
教
室

開
催
日
：
火
・
水
・
木

場
　
所
：
商
学
部
棟
２
階

開
催
日
：
火
・
水
・
木

　
商
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
は
、
商
学

部
棟
２
階
の
第
10
教
室
を
改
装
し

て
作
ら
れ
た
た
め
、
縦
に
長
い
構

造
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
照
明
が

蛍
光
灯
で
は
な
く
、
す
べ
て
天
井

か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
白
熱
電
球

で
あ
る
の
も
、趣
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
大
１
５
０
名
を
収
容
で
き
る

チ
ャ
ペ
ル
は
１
回
生
が
多
く
参
加

し
、
立
見
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

　
宗
教
主
事
の
山
本
俊
正
教
授

は
、
教
育
活
動
の
一
環
で
あ
る

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
、
多
く
の

学
生
に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

話
す
。
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
座
学
だ
け

で
は
味
わ
え
な
い
キ
リ
ス
ト
教
の

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い

う
。そ
の
た
め
商
学
部
で
は
、チ
ャ

ペ
ル
ア
ワ
ー
の
出
席
回
数
に
応
じ

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
の
授
業
成
績

へ
の
加
点
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
商
学
部

の
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
ま
で

留
学
や
学
外
研
究
を
行
っ
て
い
た

教
員
に
よ
る
講
話
の
機
会
も
多

い
。
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
旅

行
、
お
気
に
入
り
の
本
ま
で
内
容

は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し
て
秋
学

期
に
は
、
退
職
す
る
教
員
に
よ
る

「
最
終
チ
ャ
ペ
ル
ト
ー
ク
」
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
か
ら
は
、
新
た
に
ア

メ
リ
カ
人
の
教
員
が
宣
教
師
と
し

て
商
学
部
に
赴
任
し
た
。
今
後
は

週
１
回
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ

ペ
ル
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。
今
後
も
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
商
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル

に
期
待
し
た
い
。

　
人
間
福
祉
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
の

内
部
は
広
々
と
し
た
空
間
に
な
っ

て
お
り
、
最
大
１
５
０
名
が
収
容

で
き
る
。
宗
教
主
事
の
嶺み

ね

重し
げ

淑き
よ
し

教

授
に
よ
る
と
、
週
３
回
の
チ
ャ
ペ

ル
ア
ワ
ー
に
訪
れ
る
の
は
多
く
が

人
間
福
祉
学
部
の
１
回
生
だ
。
特

に
月
曜
日
と
金
曜
日
は
１
時
限
目

が
キ
リ
ス
ト
教
学
の
授
業
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
出
席
人
数
は
多

い
。
ま
た
、
授
業
を
行
う
教
室
か

ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、
他
学
部
の

学
生
も
よ
く
参
加
す
る
そ
う
だ
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
で
は
、
人
間

福
祉
学
部
の
教
員
の
ほ
と
ん
ど
が

２
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
話
を
し

て
い
る
。
普
段
の
授
業
で
は
な
か

な
か
話
せ
な
い
個
人
的
な
経
験
が

中
心
の
た
め
、
学
生
た
ち
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
だ
。

　
他
に
も
、
学
部
独
自
の
特
色

と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の

夜
に
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
を
開
催
し

て
い
る
。
最
初
に
簡
単
な
礼
拝
を

し
た
後
に
、
学
生
が
出
し
物
を
し

た
り
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し

た
学
部
長
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ

た
り
と
教
職
員
、
学
生
と
も
に
楽

し
め
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
学
部
創
設
当
初
か
ら

行
事
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
毎
年
大
体
１
０
０

人
程
度
が
参
加
す
る
。
当
初
は
学

生
ラ
ウ
ン
ジ
で
行
っ
て
い
た
が
、

一
昨
年
か
ら
は
喫
茶OFF TIME

で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
皆
さ
ん
も
、
Ｇ
号
館
に
用
事
が

あ
る
と
き
は
人
間
福
祉
学
部
の

チ
ャ
ペ
ル
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
学
部
は
、
本
学
で
は
数
少

な
い
、
教
室
と
チ
ャ
ペ
ル
を
兼
用

し
て
い
る
。
だ
が
、「
チ
ャ
ペ
ル

ら
し
さ
」
を
演
出
す
る
た
め
に
黒

板
に
カ
ー
テ
ン
を
つ
け
る
こ
と
や
、

部
屋
の
両
脇
に
白
熱
電
球
を
付
け

て
照
明
で
部
屋
の
明
暗
を
調
節
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
数
年
前
に
通

常
の
教
室
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｓ
３
０
３

教
室
に
改
修
工
事
を
施
し
、
チ
ャ

ペ
ル
空
間
と
す
る
際
に
追
加
さ
れ

た
も
の
だ
。
も
と
も
と
は
授
業
用

の
教
室
で
あ
る
た
め
、
教
材
や
音

響
な
ど
の
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

定
員
は
３
０
０
名
と
上
ケ
原
に
あ

る
チ
ャ
ペ
ル
で
も
最
大
級
だ
。

　
宗
教
主
事
の
平
林
孝
裕
教
授
に

よ
る
と
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
特

に
季
節
ご
と
の
教
会
行
事
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
は
学

生
に
教
会
で
行
わ
れ
る
リ
タ
ー
ジ

カ
ル
な
も
の
に
触
れ
、
日
常
と
は

違
っ
た
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
行
事
は
厳
粛
な

だ
け
で
な
く
楽
し
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
の
で
、
体
験
の
共
有
を
大
切

に
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
例
え

ば
イ
ー
ス
タ
ー
や
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

の
よ
う
な
行
事
の
際
に
は
、
普
段
の

チ
ャ
ペ
ル
ト
ー
ク
と
は
趣
の
異
な

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
る
こ
と
や
、
袋

入
り
の
ク
ッ
キ
ー
を
配
布
し
て
教

会
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　
体
験
を
通
じ
て
、
生
き
た
人
間

や
宗
教
の
在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を

国
際
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
か
ら
始
め

て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

取
材
を

終
え
て
…

　
「
関
学
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
特

集
」は
い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
本
当
は
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

チ
ャ
ペ
ル
も
取
材
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
時
間
の
都
合
上
断

念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
特
集
を
見
て
、
少
し
で

も
チ
ャ
ペ
ル
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
せ
っ

か
く
本
学
に
在
学
し
て
い
る
な

ら
、
自
分
の
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
だ

け
に
行
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

ぜ
ひ
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
チ
ャ

ペ
ル
へ
と
足
を
運
び
、
特
色
豊
か

な
各
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
を
体
験
し

て
み
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
、
今
回
の
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
各
学
部
の
宗
教
主

事
の
皆
様
、
礼
拝
委
員
会
の
皆
様

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

神
学
部Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

法
学
部
チ
ャ
ペ
ル

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
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5 関学チャペルアワー特集

関学チャペルアワー特集
総力取材

経
済
学
部

人
間
福
祉
学
部

国
際
学
部

商
学
部

　
経
済
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
は
、

１
９
２
９
年
に
上
ケ
原
へ
移
転
し

た
当
時
の
姿
を
今
も
残
し
て
い

る
。
最
大
１
５
０
名
を
収
容
で
き

る
チ
ャ
ペ
ル
は
階
段
状
に
な
っ
て

い
る
た
め
、
聞
き
手
で
あ
る
学
生

と
話
し
手
で
あ
る
教
員
の
距
離
が

近
い
の
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

　
経
済
学
部
は
他
の
学
部
に
先
が

け
て
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
い

教
員
に
よ
る
講
話
を
始
め
た
。
最

近
で
は
「
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ
ル
」

と
よ
ば
れ
る
、
経
済
学
や
人
間
に

関
す
る
テ
ー
マ
の
チ
ャ
ペ
ル
が
行

わ
れ
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ

ル
は
、
経
済
学
部
の
専
任
教
員
が

担
当
し
て
い
る
。
ま
た
経
済
学
部

で
は
、
以
前
ま
で
退
職
す
る
教
員

に
よ
る
最
終
講
義
は
な
く
、
代
わ

り
に
「
最
終
講
話
チ
ャ
ペ
ル
」
が

行
わ
れ
て
い
た
。
今
で
は
最
終
講

義
を
行
う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
経

済
学
部
で
は
古
く
か
ら
チ
ャ
ペ
ル

が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
理

解
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
チ
ャ
ペ
ル

と
最
終
講
話
の
内
容
は
、
経
済
学

部
で
発
行
さ
れ
て
い
る
「
エ
コ
ノ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
い
う
雑
誌
に
要

約
が
掲
載
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
参
加
し
て
い

な
い
学
生
も
、
後
か
ら
内
容
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
２
０
１
５
年
度
ま
で
は
週
５
日

開
催
し
て
い
た
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー

も
、
現
在
は
週
３
日
に
な
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
学
と
は
補
完
関
係
に

あ
る
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
、
ぜ

ひ
と
も
出
席
し
て
ほ
し
い
と
宗
教

主
事
の
舟ふ

な

木き

讓じ
ょ
う

教
授
は
話
し
た
。

CHAPEL DATA
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CHAPEL DATA

場
　
所
：
経
済
学
部
棟
２
階

開
催
日
：
月
・
火
・
水

場
　
所
：
Ｇ
号
館
２
階
体
育
館
側

開
催
日
：
月
・
水
・
金

場
　
所
：
Ｇ
号
館
Ⅰ
Ｓ
３
０
３
教
室

開
催
日
：
火
・
水
・
木

場
　
所
：
商
学
部
棟
２
階

開
催
日
：
火
・
水
・
木

　
商
学
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チ
ャ
ペ
ル
は
、
商
学

部
棟
２
階
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第
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教
室
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改
装
し

て
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た
め
、
縦
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長
い
構

造
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っ
て
い
る
。
ま
た
照
明
が

蛍
光
灯
で
は
な
く
、
す
べ
て
天
井

か
ら
吊
り
下
げ
ら
れ
た
白
熱
電
球

で
あ
る
の
も
、趣
が
感
じ
ら
れ
る
。

最
大
１
５
０
名
を
収
容
で
き
る

チ
ャ
ペ
ル
は
１
回
生
が
多
く
参
加

し
、
立
見
が
出
る
こ
と
も
あ
る
。

　
宗
教
主
事
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正
教
授

は
、
教
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の
一
環
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あ
る

チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
、
多
く
の

学
生
に
参
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も
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い
た
い
と

話
す
。
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
を
体
験

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
座
学
だ
け

で
は
味
わ
え
な
い
キ
リ
ス
ト
教
の

深
い
理
解
に
つ
な
が
る
の
だ
と
い

う
。そ
の
た
め
商
学
部
で
は
、チ
ャ

ペ
ル
ア
ワ
ー
の
出
席
回
数
に
応
じ

て
、
キ
リ
ス
ト
教
学
の
授
業
成
績

へ
の
加
点
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
商
学
部

の
教
員
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
ま
で

留
学
や
学
外
研
究
を
行
っ
て
い
た

教
員
に
よ
る
講
話
の
機
会
も
多

い
。
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
旅

行
、
お
気
に
入
り
の
本
ま
で
内
容

は
多
岐
に
わ
た
る
。
そ
し
て
秋
学

期
に
は
、
退
職
す
る
教
員
に
よ
る

「
最
終
チ
ャ
ペ
ル
ト
ー
ク
」
も
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
今
年
か
ら
は
、
新
た
に
ア

メ
リ
カ
人
の
教
員
が
宣
教
師
と
し

て
商
学
部
に
赴
任
し
た
。
今
後
は

週
１
回
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ャ

ペ
ル
を
開
催
す
る
予
定
だ
と
い

う
。
今
後
も
新
た
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
く
商
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル

に
期
待
し
た
い
。

　
人
間
福
祉
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
の

内
部
は
広
々
と
し
た
空
間
に
な
っ

て
お
り
、
最
大
１
５
０
名
が
収
容

で
き
る
。
宗
教
主
事
の
嶺み

ね

重し
げ

淑き
よ
し

教

授
に
よ
る
と
、
週
３
回
の
チ
ャ
ペ

ル
ア
ワ
ー
に
訪
れ
る
の
は
多
く
が

人
間
福
祉
学
部
の
１
回
生
だ
。
特

に
月
曜
日
と
金
曜
日
は
１
時
限
目

が
キ
リ
ス
ト
教
学
の
授
業
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
て
か
出
席
人
数
は
多

い
。
ま
た
、
授
業
を
行
う
教
室
か

ら
近
い
こ
と
も
あ
り
、
他
学
部
の

学
生
も
よ
く
参
加
す
る
そ
う
だ
。

　
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
で
は
、
人
間

福
祉
学
部
の
教
員
の
ほ
と
ん
ど
が

２
年
に
１
度
の
ペ
ー
ス
で
話
を
し

て
い
る
。
普
段
の
授
業
で
は
な
か

な
か
話
せ
な
い
個
人
的
な
経
験
が

中
心
の
た
め
、
学
生
た
ち
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
よ
う
だ
。

　
他
に
も
、
学
部
独
自
の
特
色

と
し
て
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
の

夜
に
ク
リ
ス
マ
ス
祝
会
を
開
催
し

て
い
る
。
最
初
に
簡
単
な
礼
拝
を

し
た
後
に
、
学
生
が
出
し
物
を
し

た
り
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に
扮
し

た
学
部
長
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
っ

た
り
と
教
職
員
、
学
生
と
も
に
楽

し
め
る
よ
う
な
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
学
部
創
設
当
初
か
ら

行
事
の
一
環
と
し
て
行
っ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
毎
年
大
体
１
０
０

人
程
度
が
参
加
す
る
。
当
初
は
学

生
ラ
ウ
ン
ジ
で
行
っ
て
い
た
が
、

一
昨
年
か
ら
は
喫
茶OFF TIME

で
行
う
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　
皆
さ
ん
も
、
Ｇ
号
館
に
用
事
が

あ
る
と
き
は
人
間
福
祉
学
部
の

チ
ャ
ペ
ル
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
国
際
学
部
は
、
本
学
で
は
数
少

な
い
、
教
室
と
チ
ャ
ペ
ル
を
兼
用

し
て
い
る
。
だ
が
、「
チ
ャ
ペ
ル

ら
し
さ
」
を
演
出
す
る
た
め
に
黒

板
に
カ
ー
テ
ン
を
つ
け
る
こ
と
や
、

部
屋
の
両
脇
に
白
熱
電
球
を
付
け

て
照
明
で
部
屋
の
明
暗
を
調
節
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
数
年
前
に
通

常
の
教
室
で
あ
っ
た
Ｉ
Ｓ
３
０
３

教
室
に
改
修
工
事
を
施
し
、
チ
ャ

ペ
ル
空
間
と
す
る
際
に
追
加
さ
れ

た
も
の
だ
。
も
と
も
と
は
授
業
用

の
教
室
で
あ
る
た
め
、
教
材
や
音

響
な
ど
の
設
備
も
充
実
し
て
お
り
、

定
員
は
３
０
０
名
と
上
ケ
原
に
あ

る
チ
ャ
ペ
ル
で
も
最
大
級
だ
。

　
宗
教
主
事
の
平
林
孝
裕
教
授
に

よ
る
と
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
は
特

に
季
節
ご
と
の
教
会
行
事
を
大
切

に
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
は
学

生
に
教
会
で
行
わ
れ
る
リ
タ
ー
ジ

カ
ル
な
も
の
に
触
れ
、
日
常
と
は

違
っ
た
体
験
を
し
て
ほ
し
い
と
い

う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
キ
リ
ス
ト
教
の
行
事
は
厳
粛
な

だ
け
で
な
く
楽
し
む
こ
と
も
重
要

で
あ
る
の
で
、
体
験
の
共
有
を
大
切

に
す
る
と
い
う
側
面
も
あ
る
。
例
え

ば
イ
ー
ス
タ
ー
や
ペ
ン
テ
コ
ス
テ

の
よ
う
な
行
事
の
際
に
は
、
普
段
の

チ
ャ
ペ
ル
ト
ー
ク
と
は
趣
の
異
な

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
す
る
こ
と
や
、
袋

入
り
の
ク
ッ
キ
ー
を
配
布
し
て
教

会
文
化
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う

工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　
体
験
を
通
じ
て
、
生
き
た
人
間

や
宗
教
の
在
り
方
を
学
ぶ
こ
と
を

国
際
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
か
ら
始
め

て
み
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

取
材
を

終
え
て
…

　
「
関
学
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
特

集
」は
い
か
が
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

　
本
当
は
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
、
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の

チ
ャ
ペ
ル
も
取
材
し
た
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
が
、
時
間
の
都
合
上
断

念
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
今
回
の
特
集
を
見
て
、
少
し
で

も
チ
ャ
ペ
ル
に
興
味
を
持
っ
て
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
せ
っ

か
く
本
学
に
在
学
し
て
い
る
な

ら
、
自
分
の
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
だ

け
に
行
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

ぜ
ひ
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
に
チ
ャ

ペ
ル
へ
と
足
を
運
び
、
特
色
豊
か

な
各
学
部
の
チ
ャ
ペ
ル
を
体
験
し

て
み
て
ほ
し
い
。

　
最
後
に
、
今
回
の
取
材
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
各
学
部
の
宗
教
主

事
の
皆
様
、
礼
拝
委
員
会
の
皆
様

に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

神
学
部Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

法
学
部
チ
ャ
ペ
ル

Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
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分
の
研
究
に
は
意
味
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
」
と
実
感
し
た
。

そ
し
て
、
も
っ
と
研
究
を
進
め
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
大
学
教

員
を
志
す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
赤
星
助
教
は
「
関
学
の
教
員
に
な
れ
た
こ
と
は
と
て
も
幸
運

だ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
教
員
と
し
て
、
国
際
社
会
の
難
し
さ
と

面
白
さ
を
学
生
に
伝
え
ら
れ
れ
ば
」
と
意
気
込
む
。
一
方
、
研

究
者
と
し
て
は
、
国
内
避
難
民
に
つ
い
て
本
に
ま
と
め
る
予
定

だ
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
紛
争
時
の
人
道
支
援
に
焦
点
を
当
て

て
き
た
が
、
今
後
は
自
然
災
害
に
お
け
る
人
道
支
援
制
度
構
築

の
研
究
に
も
力
を
入
れ
、
人
道
支
援
の
全
体
像
を
把
握
し
て
い

く
と
い
う
。
さ
ら
に
、
単
な
る
応
急
処
置
で
は
な
く
、
長
期
的

な
開
発
へ
の
橋
渡
し
と
な
る
よ
う
な
人
道
支
援
を
、
国
際
的
に

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
つ
も

り
だ
。

　
最
後
に
、
大
学
生
の
間
は
「
自
分
の
好
き
な
こ
と
を
極
め
て

ほ
し
い
」
と
穏
や
か
に
語
っ
た
。
そ
れ
は
、
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
、

サ
ー
ク
ル
な
ど
何
で
も
構
わ
な
い
が
、
勉
強
に
関
し
て
い
え
ば

「
自
分
が
お
も
し
ろ
い
と
感
じ
た
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
調
べ

る
癖
を
つ
け
て
ほ
し
い
。
こ
の
習
慣
は
将
来
、
社
会
に
出
た
と

き
に
も
必
ず
活
き
て
く
る
だ
ろ
う
。
大
学
生
活
は
、
4
年
間
を

ど
う
使
う
か
で
決
ま
る
。
ま
わ
り
道
も
す
る
中
で
今
後
の
人
生

に
お
い
て
軸
と
な
る
も
の
を
見
つ
け
て
く
れ
れ
ば
」
と
学
生
に

温
か
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
。

　
赤
星
助
教
は
、
本
年
度
か
ら
本
学
に
着
任
し
、、
国
際
関
係

論
を
専
門
と
す
る
。
国
際
問
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
家
間
で

協
力
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
国
際
制
度
が
必
要
か
、ま
た
、

国
家
の
枠
を
超
え
た
国
際
機
構
や
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）、

企
業
と
い
っ
た
ア
ク
タ
ー
（
行
為
主
体
）
が
ど
の
よ
う
に
協
力

関
係
を
構
築
し
て
い
け
る
か
を
研
究
し
て
い
る
。
特
に
、
紛
争

や
自
然
災
害
な
ど
に
伴
い
必
要
と
な
る
人
道
支
援
を
、
い
か
に

効
果
的
に
効
率
よ
く
行
え
る
か
に
つ
い
て
高
い
関
心
を
抱
い
て

い
る
。

　
赤
星
助
教
が
国
際
関
係
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
大
学

1
年
の
と
き
だ
。基
礎
演
習
の
授
業
で
、難
民
が
テ
ー
マ
に
な
っ

た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
武
力
紛
争
な
ど
に
よ
っ

て
自
国
内
で
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
国
内
避
難
民
に
つ

い
て
学
び
「
難
民
は
国
際
法
で
保
護
さ
れ
る
の
に
対
し
、
国
内

避
難
民
の
国
際
的
支
援
は
確
立
し
て
い
な
い
」
と
、
国
際
的
支

援
の
在
り
方
に
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学
で
は
国

際
政
治
を
学
ぶ
機
会
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
在
籍
し
て
い
た
大

学
の
大
学
院
で
、
国
際
関
係
の
授
業
を
聴
講
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
大
学
院
に
進
学
後
は
、
国
内
避
難
民
の
研
究
に
引
き
続
き
取

り
組
み
、
ス
イ
ス
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
調
査
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

外
交
官
や
国
連
職
員
に
憧
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
博
士
課
程

で
行
っ
て
い
た
自
身
の
研
究
に
研
究
費
が
つ
い
た
こ
と
で
「
自

あかほし　しょう

2010年　大阪大学法学部卒業
2012年　神戸大学大学院法学研究科修士課程修了
2015年　神戸大学大学院法学研究科博士課程単位取得満期退学
2016−17年　ジョージタウン大学国際移民研究所客員研究員
2017年　関西学院大学法学部助教
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ト
も
で
き
る
の
で
、
本
学
へ
通
学

す
る
途
中
に
食
べ
歩
く
の
も
オ
ス

ス
メ
。

　
ラ
ン
チ
も
パ
ス
タ
セ
ッ
ト
、
サ

ン
ド
セ
ッ
ト
、
カ
レ
ー
セ
ッ
ト
、

ド
リ
ア
セ
ッ
ト
と
展
開
し
て
お

り
、
ど
れ
も
人
気
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
野
菜
と
穀
物
を
中
心
と

し
た
食
生
活
に
よ
る
健
康
長
寿
法

で
あ
る
マ
ク
ロ
ビ
オ
テ
ィ
ッ
ク
の

料
理
教
室
を
昨
年
の
夏
か
ら
開
催

し
て
い
る
。
参
加
者
は
、
や
は
り

主
婦
が
多
い
が
、
大
学
生
も
歓
迎

し
て
い
る
そ
う
。
ぜ
ひ
、
食
生
活

の
乱
れ
が
ち
な
下
宿
生
に
参
加
し

て
ほ
し
い
。

　
「
関
学
の
学
生
さ
ん
も
授
業
の

前
に
モ
ー
ニ
ン
グ
や
、
授
業
後
に

お
茶
し
に
来
て
く
だ
さ
い
。」
と

佐
久
川
さ
ん
は
語
る
。

　
今
日
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
喧
騒

か
ら
離
れ
、
仁
川
の
カ
フ
ェ
で
癒

さ
れ
よ
う
。
あ
な
た
も
ぜ
ひ
。

ら
れ
た
店
内
に
は
ゆ
っ
く
り
と
落

ち
着
い
た
空
間
が
広
が
る
。

　
店
名
の
「nico

」
に
は
、
お
客

さ
ん
に
「
ニ
コ
ニ
コ
」
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
と
、「
双

子
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。
佐
久
川
さ
ん
は
カ
フ
ェ
店

主
の
他
に
、
双
子
の
お
母
さ
ん
と

い
う
一
面
も
兼
ね
て
い
る
の
だ
。

　nico cafe

看
板
メ
ニ
ュ
ー
の
ス

コ
ー
ン
は
国
産
の
小
麦
と
四
つ
葉

バ
タ
ー
と
き
び
糖
で
作
る
、
こ
だ

わ
り
の
品
。
健
康
の
た
め
鶏
卵
を

使
わ
ず
焼
い
て
い
る
が
、
生
地
は

し
っ
と
り
と
し
て
甘
く
、
非
常
に

美
味
だ
。
プ
レ
ー
ン
ス
コ
ー
ン
以

外
に
も
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ア
ッ
プ

ル
、黒
糖
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
、
抹
茶
小
豆
と
豊
富
な

種
類
の
ス
コ
ー
ン
を
揃
え
る
。
１

日
に
36
個
限
定
の
販
売
な
の
で
売

り
切
れ
に
要
注
意
だ
。
店
内
で
食

べ
る
だ
け
で
な
く
、
テ
イ
ク
ア
ウ落ち着いた雰囲気の店内

看板メニューのスコーン

　
　
入
学
、
一
人
暮
ら
し
、
新
し

い
友
人
、
麻
雀
、
合
コ
ン
、
ア
ル

バ
イ
ト
…
。
普
通
の
学
生
生
活
を

楽
し
む
５
人
の
男
女
。
通
り
魔
犯

と
の
遭
遇
や
、
捨
て
ら
れ
た
犬
の

救
出
、
超
能
力
対
決
を
通
し
て
共

に
経
験
し
た
出
来
事
や
事
件
が
互

い
の
絆
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
を
成

長
さ
せ
て
ゆ
く
。
社
会
と
い
う 

「
砂
漠
」
に
巣
立
つ
前
の
「
オ
ア

シ
ス
」
で
、
自
ら
の
未
熟
さ
に
悩

み
、
過
剰
さ
を
持
て
余
し
、
そ
れ

で
も
何
か
を
求
め
て
手
探
り
で
前

へ
進
も
う
と
す
る
青
春
時
代
。
瞬

く
間
に
過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
の
中

で
、
彼
ら
は
最
も
大
切
な
物
は
何

か
に
気
づ
き
始
め
る
―
。

　
こ
の
作
品
の
作
者
は
、『
重
力

ピ
エ
ロ
』や『
グ
ラ
ス
ホ
ッ
パ
ー
』、

『
陽
気
な
ギ
ャ
ン
グ
』
シ
リ
ー
ズ

な
ど
の
小
説
で
知
ら
れ
る
伊
坂
幸

太
郎
だ
。
彼
の
作
品
の
魅
力
は
、

ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
力
と
緻
密
な

伏
線
に
あ
る
。
だ
が
、
こ
の
作
品

は
衝
撃
の
ど
ん
で
ん
返
し
が
あ
る

わ
け
で
も
な
け
れ
ば
怒
涛
の
伏
線

回
収
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
心

惹
か
れ
る
の
は
、
個
性
的
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
存
在
感
だ
。
冷
静
な

主
人
公
・
北
村
、
陽
気
な
親
友
・

鳥
井
、
熱
い
変
人
・
西
嶋
、
超
能

力
者
・
南
、
不
愛
想
な
美
人
・
東

堂
。
５
人
の
性
格
や
考
え
方
は
全

く
異
な
っ
て
い
る
。

　
「
大
学
の
１
年
間
な
ん
て
あ
っ

と
い
う
間
だ
」。
作
中
に
こ
ん
な

台
詞
が
あ
る
。
今
ま
さ
に
そ
う
考

え
て
い
る
学
生
も
、
一
度
社
会
に

出
た
人
も
、
こ
の
本
を
手
に
取
っ

て
み
る
と
い
い
。
き
っ
と
深
い

テ
ー
マ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

　
店
主
の
佐
久
川
敦
子
さ
ん
は

「
仁
川
に
は
、
お
洒
落
な
店
が
少

な
い
。
だ
か
ら
私
が
つ
く
ろ
う
」

と
仁
川
に
カ
フ
ェ
を
開
い
た
。
そ

れ
が
、
今
回
紹
介
す
る
素
敵
な
お

店
のnico cafe

だ
。

　
本
学
か
ら
仁
川
沿
い
を
歩
い
て

徒
歩
10
分
、
仁
川
駅
の
少
し
先
に

あ
る
。
こ
だ
わ
り
の
骨
董
品
で
飾

☆基本情報☆

◦営業時間
　　9：00−17：00

◦定休日
　　日・月・祝

◦住所
　　西宮市段上町4−7−11

◦TEL
　　0798−55−7112

◦HP
　　http://nico-cafe.net

伊坂　幸太郎
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芸
術
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
絵
画
を
始
め
、
音
楽
、
写
真
、
彫
刻
と
い

う
よ
う
に
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
文
学
も
そ
の
中
に
含
ま

れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
芸
術
作
品
と
し
て
「
文
学
」
と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
を
眺

め
る
と
き
、
そ
こ
に
大
き
な
違
和
感
を
私
は
覚
え
る
。
果
た
し
て
文
学

は
他
の
芸
術
と
同
じ
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
こ
れ
は
私
の
個
人
的
な
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
文
学
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
は
芸
術
品
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
特
殊
な
位
置
に

存
在
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
が
絵
画
で
あ
る
場
合
、
広
く
一
般

人
か
ら
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
わ
か
る
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
で
あ
る
と
か

「
ひ
ま
わ
り
」
で
あ
る
と
い
っ
た
多
く
の
芸
術
品
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は

写
真
で
あ
っ
た
り
映
画
で
あ
っ
た
り
陶
芸
、
彫
刻
に
い
た
る
ま
で
数
多

く
の
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
に
共
通
し
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
文
学
に
至
っ

て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
一
つ
に
言
葉
の
壁
と
い

う
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
。
絵
画
で
あ
る
な
ら
ば
（
あ
る
程
度
の
予
備
知

識
を
必
要
と
さ
れ
る
が
）
見
る
だ
け
で
良
い
。
ま
た
音
楽
で
あ
る
な
ら

ば
聞
く
だ
け
で
良
い
。
両
者
に
は
全
世
界
の
人
間
に
伝
わ
る
、
言
葉
以

上
の
『
言
語
』
が
存
在
す
る
。
し
か
し
小
説
に
は
そ
れ
が
な
い
。
も
ち

ろ
ん
翻
訳
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
で
は
文
字
の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
微
妙

に
、
ま
た
大
き
く
ず
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
経
験
は
あ
る
程
度
海
外

文
学
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
に
は
必
ず
起
こ
る
も
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り

小
説
を
完
璧
に
か
み
砕
く
た
め
に
は
そ
の
国
の
言
語
を
習
得
す
る
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
。

人
生
の
中
で
習
得
で
き
る
言
語
に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
文

学
作
品
で
の
至
高
を
探
し
出
す
の
は
狭
い
範
囲
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で

私
た
ち
日
本
人
の
目
線
に
立
っ
て
、
日
本
で
の
芸
術
品
と
呼
べ
る
ま
で

の
文
学
作
品
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
検
討
し
て
み
よ
う
。
主
観
的
観

点
か
ら
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
自
ら
が
今
ま
で
読
ん
で
き
た
文
学
作
品

で
芸
術
品
と
ま
で
呼
べ
る
も
の
は
い
く
つ
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ

れ
ま
で
そ
れ
な
り
の
数
の
文
学
作
品
に
触
れ
て
き
た
が
、
芸
術
品
と
ま

で
言
え
る
も
の
は
そ
う
そ
う
な
い
。
こ
れ
は
文
学
と
い
う
も
の
の
特
性

で
、「
感
動
」
と
共
に
「
面
白
い
」
と
い
う
感
情
が
つ
い
て
き
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
例
え
ば
先
ほ
ど
の
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
で
は
、
そ
れ
を
見
た
と

き
に
「
面
白
い
」
と
い
う
感
情
は
沸
き
起
こ
る
だ
ろ
う
か
？
　
起
こ
る

と
し
て
そ
れ
は「fun

」で
は
な
く「interesting

」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
私
は
文
学
が
名
作
た
り
得
る
条
件
の
一
つ
と
し
て
「fun

」
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
文
学
が
性
質
上
、
一
目
で
は
そ
の
芸
術

性
が
分
か
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
物
語
の
芸
術
性

が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
れ
に
至
る
た
め
の
下
準
備
が
必
要
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
読
者
が
注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に
「fun

」
の
要
素
が
必

要
に
な
る
の
だ
。

　
こ
の
「fun

」
が
純
粋
た
る
「
感
動
」
を
薄
れ
さ
せ
て
し
ま
う
。

　
よ
っ
て
「
文
学
」
は
他
の
芸
術
と
比
べ
大
衆
寄
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
地
位
を
特
殊
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ
。

『「
文
学
」
と
い
う
芸
術
』

往
乃
　
よ
る

賞
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
そ
う
だ
。

　
今
関
さ
ん
は
、
高
校
入
試
の
勉

強
の
一
環
と
し
て
中
学
３
年
生
の

と
き
か
ら
新
聞
を
読
み
始
め
、
そ

れ
が
今
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
習
慣
が
今
回
の
受
賞

に
も
繋
が
っ
た
。
今
関
さ
ん
が
今

回
の
記
事
に
出
会
っ
た
の
は
今
年

の
１
月
。
い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞

を
め
く
っ
て
い
る
と
「
君
に
笑
顔

私
の
髪
で
」
と
い
う
見
出
し
に
目

が
釘
付
け
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
高

校
時
代
ま
で
陸
上
を
し
て
い
た
今

関
さ
ん
は
、
大
学
生
に
な
っ
て
髪

を
伸
ば
し
、
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん

で
い
た
。
と
こ
ろ
が
家
族
に
長
い

髪
が
不
評
で
、
切
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
が
こ
の
記
事
だ
っ
た
。
こ
の

記
事
を
読
ん
で
、
今
関
さ
ん
は

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは、少女漫画、
アニメ―ション、特撮作品を制作する伊勢田勝
行さんに、K.G.PEOPLEでは、HAPPY NEWS
大学生大賞（個人）を受賞した今関奈々子さん

（国・2）にお話を聞きました。
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私
は
男
性
で
す
が
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
少
年
漫
画
よ
り
少
女
漫

画
を
好
み
ま
し
た
。「
り
ぼ
ん
」

と
い
っ
た
少
女
漫
画
雑
誌
を
読

み
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
少
女
漫
画

を
描
き
始
め
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
漫
画
同
好
会
に
所
属
し
、
少
女

漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
撮

　
「
私
の
髪
で
、
誰
か
が
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
は
つ

ら
つ
と
し
た
笑
顔
で
そ
う
語
る
の

は
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
大

学
生
大
賞
（
個
人
）
を
受
賞
し

た
今
関
奈
々
子
さ
ん
（
国
・
２
）

だ
。
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
大
賞

と
は
、
日
本
新
聞
協
会
が
年
に
１

度
行
っ
て
い
る
、
読
ん
で
心
が
温

か
く
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、

勇
気
が
湧
い
て
き
た
新
聞
記
事
に

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
入
賞
作
品
を

発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
今
関
さ
ん
が
読
ん
だ
の

は
、
髪
に
悩
む
人
た
ち
の
た
め
に

自
分
の
髪
を
寄
付
す
る
、
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
記
事

だ
っ
た
。
大
賞
を
受
賞
し
た
と
き

の
気
持
ち
を
、「
驚
き
と
嬉
し
さ

が
7
対
3
く
ら
い
だ
っ
た
」
と
話

す
今
関
さ
ん
。
ま
さ
か
大
賞
を
受

「
私
の
髪
が
誰
か
の
力
に
な
れ
る

ん
だ
」と
胸
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
記
事
の
こ
と
を
母
親
に

話
し
、
自
身
も
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と

決
め
て
か
ら
は
、
髪
に
対
す
る
気

持
ち
も
変
わ
っ
た
と
い
う
。
今
ま

で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
抜
け
毛

に
も
敏
感
に
な
り
、
髪
が
抜
け
る

と
焦
っ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
お
風

呂
で
髪
を
洗
う
と
き
も
、
今
ま
で

は
大
雑
把
に
洗
っ
て
い
た
の
が
、

美
容
師
の
ご
と
く
丁
寧
に
洗
う
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
に
も
よ
り
時
間
を
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
１
月

に
測
っ
た
と
き
に
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
に

使
用
で
き
る
規
定
の
長
さ
で
あ
る

31
セ
ン
チ
ま
で
、
あ
と
６
セ
ン
チ

だ
っ
た
と
い
う
髪
も
、
今
は
も
っ

と
伸
び
て
い
る
に
違
い
な
い
。
秋

学
期
に
留
学
に
行
く
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
伸
ば
し
、
寄
付
を
し
て
か
ら
留

学
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
受
賞
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

聞
く
と
「
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

こ
と
を
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
く

れ
る
こ
と
」
だ
と
今
関
さ
ん
は
話

す
。「
ま
ず
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
人
は
、
そ
の
ま
ま
だ
と

ゴ
ミ
に
な
る
髪
を
封
筒
に
入
れ
て

送
る
だ
け
で
い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
誰
か
が

笑
顔
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
熱
い

思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
今
関
さ

ん
の
髪
が
誰
か
を
笑
顔
に
す
る
日

も
そ
う
遠
く
は
な
い
。あ
な
た
も
、

自
分
の
髪
で
誰
か
を
笑
顔
に
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

て
い
ま
す
。
少
女
漫
画
は
「
主
人

公
」
が
「
相
手
役
」
の
ゲ
ッ
ト
を

狙
い
「
ラ
イ
バ
ル
の
女
の
子
」
が

そ
れ
を
守
り
ま
す
。
特
撮
作
品

は
「
悪
役
」
が
「
地
球
」
の
ゲ
ッ

ト
を
狙
い
「
ス
ー
パ
ー
戦
隊
ヒ
ー

ロ
ー
」が
そ
れ
を
守
り
ま
す
。「
主

人
公
」「
悪
役
」
は
そ
れ
ぞ
れ
全

体
を
見
て
い
ま
す
が
、
少
年
漫
画

の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
自
分
の
周
り

し
か
見
て
い
ま
せ
ん
。
少
年
漫
画

の
限
界
を
感
じ
た
の
で
す
。

　
長
年
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
お

ら
ず
、
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
作
品

制
作
を
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ニ

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
働
き
な
が
ら
作
品
制
作

を
続
け
て
お
り
、
漫
画
同
好
会
の

部
室
に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
少
年
漫
画
で
は
な
く
少
女

漫
画
や
特
撮
作
品
な
の
か
。
そ
れ

は
、
子
ど
も
な
り
に
そ
の
深
さ
に

気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
少
年
漫
画

は
、
正
義
と
悪
が
題
材
の
バ
ト
ル

ば
か
り
で
、
最
後
は
殴
り
合
い
で

解
決
さ
れ
る
単
調
な
も
の
で
す
。

一
方
、少
女
漫
画
や
特
撮
作
品
は
、

単
純
な
正
義
や
悪
、
物
理
的
な
力

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
２
つ
は
構
造
が
似

メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
、
紙
に

描
い
た
大
き
な
背
景
の
上
に
、
透

明
な
フ
ィ
ル
ム
に
描
い
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。
そ
し

て
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
部
分
ご
と

に
撮
り
分
け
、
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
特
撮
作
品
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｇ

は
使
わ
ず
模
型
を
多
用
し
、
ま
た

漫
画
同
好
会
の
部
員
に
登
場
人
物

と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
約
１

時
間
の
作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
も
特
撮
作
品
で

も
、著
作
権
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
声
や
音
楽
は
ほ

と
ん
ど
自
作
し
て
い
ま
す
。

　
発
表
媒
体
は
、
集
英
社
の
漫
画

雑
誌
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
や
、
漫

画
同
好
会
の
会
誌
「
田で

ん

楽が
く

」、
関

西
学
院
大
学
の
新
月
祭
で
の
上
映

な
ど
で
す
。
２
０
１
５
年
に
は
、

タ
レ
ン
ト
で
あ
る
三
戸
な
つ
め
さ

ん
の
楽
曲
「
前
髪
切
り
す
ぎ
た
」

「
８
ビ
ッ
ト
ボ
ー
イ
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
手
が
け
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
よ
り
滑
ら
か
な
動
き

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
制
作
に

切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
一
生
懸
命
さ
を
忘
れ

ず
、
決
し
て
手
を
抜
く
こ
と
な
く

作
品
を
仕
上
げ
た
い
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
は
「
な
に
か
一
つ
極
め
ら
れ
る

も
の
を
持
て
」と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
、
き
っ
と
ど
ん
な

に
辛
い
状
況
も
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。（
Ｍ
・
Ｋ
）

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、少
女
漫
画
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
撮
作
品
を
制

作
す
る
伊
勢
田
勝
行
さ
ん
で
あ
る
。

学
生
時
代
は
漫
画
同
好
会
に
所
属

し
、
今
も
部
室
を
訪
れ
て
い
る
。
ま

た
、
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
三
戸
な
つ
め

の
楽
曲
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
も

手
が
け
た
。

（
　
年
卒
）

’91

第
17
回

第
17
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

伊
勢
田 

勝
行 

さ
ん

伊
勢
田 

勝
行 

さ
ん

伊勢田　勝行（いせだ・かつゆき）

　1698年神戸市生まれ。
1991年に関西学院大学商学
部卒業。一般企業に勤めなが
ら、少女漫画やアニメーショ
ン、特撮作品の制作を行う。
2015年に三戸なつめの楽曲
「前髪切りすぎた」などの
ミュージックビデオを手がけ
る。
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芸
術
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
は
絵
画
を
始
め
、
音
楽
、
写
真
、
彫
刻
と
い

う
よ
う
に
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
。
も
ち
ろ
ん
文
学
も
そ
の
中
に
含
ま

れ
る
。

　
し
か
し
こ
の
芸
術
作
品
と
し
て
「
文
学
」
と
い
う
一
ジ
ャ
ン
ル
を
眺

め
る
と
き
、
そ
こ
に
大
き
な
違
和
感
を
私
は
覚
え
る
。
果
た
し
て
文
学

は
他
の
芸
術
と
同
じ
も
の
で
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？

　
こ
れ
は
私
の
個
人
的
な
考
え
に
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
が
、
文
学
と
い

う
ジ
ャ
ン
ル
は
芸
術
品
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
特
殊
な
位
置
に

存
在
し
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
こ
れ
が
絵
画
で
あ
る
場
合
、
広
く
一
般

人
か
ら
見
て
も
素
晴
ら
し
い
と
わ
か
る
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
で
あ
る
と
か

「
ひ
ま
わ
り
」
で
あ
る
と
い
っ
た
多
く
の
芸
術
品
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は

写
真
で
あ
っ
た
り
映
画
で
あ
っ
た
り
陶
芸
、
彫
刻
に
い
た
る
ま
で
数
多

く
の
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
に
共
通
し
て
い
る
と
思
う
。
し
か
し
文
学
に
至
っ

て
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
一
つ
に
言
葉
の
壁
と
い

う
も
の
が
あ
る
か
ら
だ
。
絵
画
で
あ
る
な
ら
ば
（
あ
る
程
度
の
予
備
知

識
を
必
要
と
さ
れ
る
が
）
見
る
だ
け
で
良
い
。
ま
た
音
楽
で
あ
る
な
ら

ば
聞
く
だ
け
で
良
い
。
両
者
に
は
全
世
界
の
人
間
に
伝
わ
る
、
言
葉
以

上
の
『
言
語
』
が
存
在
す
る
。
し
か
し
小
説
に
は
そ
れ
が
な
い
。
も
ち

ろ
ん
翻
訳
は
あ
る
の
だ
が
そ
れ
で
は
文
字
の
持
つ
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
微
妙

に
、
ま
た
大
き
く
ず
れ
て
し
ま
う
の
だ
。
こ
の
経
験
は
あ
る
程
度
海
外

文
学
に
慣
れ
親
し
ん
だ
人
に
は
必
ず
起
こ
る
も
の
だ
と
思
う
。
つ
ま
り

小
説
を
完
璧
に
か
み
砕
く
た
め
に
は
そ
の
国
の
言
語
を
習
得
す
る
こ
と

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
大
き
な
壁
と
し
て
立
ち
は
だ
か
る
。

人
生
の
中
で
習
得
で
き
る
言
語
に
は
限
界
が
あ
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
文

学
作
品
で
の
至
高
を
探
し
出
す
の
は
狭
い
範
囲
で
行
わ
れ
る
。
こ
こ
で

私
た
ち
日
本
人
の
目
線
に
立
っ
て
、
日
本
で
の
芸
術
品
と
呼
べ
る
ま
で

の
文
学
作
品
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
検
討
し
て
み
よ
う
。
主
観
的
観

点
か
ら
で
も
構
わ
な
い
の
で
、
自
ら
が
今
ま
で
読
ん
で
き
た
文
学
作
品

で
芸
術
品
と
ま
で
呼
べ
る
も
の
は
い
く
つ
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
私
は
こ

れ
ま
で
そ
れ
な
り
の
数
の
文
学
作
品
に
触
れ
て
き
た
が
、
芸
術
品
と
ま

で
言
え
る
も
の
は
そ
う
そ
う
な
い
。
こ
れ
は
文
学
と
い
う
も
の
の
特
性

で
、「
感
動
」
と
共
に
「
面
白
い
」
と
い
う
感
情
が
つ
い
て
き
て
し
ま
う

か
ら
だ
。
例
え
ば
先
ほ
ど
の
「
モ
ナ
・
リ
ザ
」
で
は
、
そ
れ
を
見
た
と

き
に
「
面
白
い
」
と
い
う
感
情
は
沸
き
起
こ
る
だ
ろ
う
か
？
　
起
こ
る

と
し
て
そ
れ
は「fun

」で
は
な
く「interesting

」で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？

　
私
は
文
学
が
名
作
た
り
得
る
条
件
の
一
つ
と
し
て
「fun

」
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
文
学
が
性
質
上
、
一
目
で
は
そ
の
芸
術

性
が
分
か
ら
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
の
物
語
の
芸
術
性

が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
そ
れ
に
至
る
た
め
の
下
準
備
が
必
要
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
に
読
者
が
注
目
し
て
も
ら
う
た
め
に
「fun

」
の
要
素
が
必

要
に
な
る
の
だ
。

　
こ
の
「fun

」
が
純
粋
た
る
「
感
動
」
を
薄
れ
さ
せ
て
し
ま
う
。

　
よ
っ
て
「
文
学
」
は
他
の
芸
術
と
比
べ
大
衆
寄
り
に
な
っ
て
し
ま
い
、

そ
の
地
位
を
特
殊
な
も
の
に
し
て
い
る
の
だ
。

『「
文
学
」
と
い
う
芸
術
』

往
乃
　
よ
る

賞
す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ

た
そ
う
だ
。

　
今
関
さ
ん
は
、
高
校
入
試
の
勉

強
の
一
環
と
し
て
中
学
３
年
生
の

と
き
か
ら
新
聞
を
読
み
始
め
、
そ

れ
が
今
も
続
い
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
よ
う
な
習
慣
が
今
回
の
受
賞

に
も
繋
が
っ
た
。
今
関
さ
ん
が
今

回
の
記
事
に
出
会
っ
た
の
は
今
年

の
１
月
。
い
つ
も
の
よ
う
に
新
聞

を
め
く
っ
て
い
る
と
「
君
に
笑
顔

私
の
髪
で
」
と
い
う
見
出
し
に
目

が
釘
付
け
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
高

校
時
代
ま
で
陸
上
を
し
て
い
た
今

関
さ
ん
は
、
大
学
生
に
な
っ
て
髪

を
伸
ば
し
、
ア
レ
ン
ジ
を
楽
し
ん

で
い
た
。
と
こ
ろ
が
家
族
に
長
い

髪
が
不
評
で
、
切
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
た
と
こ
ろ
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
が
こ
の
記
事
だ
っ
た
。
こ
の

記
事
を
読
ん
で
、
今
関
さ
ん
は

　今回のK.G.studioはタイムスリップとK.G. 
PEOPLEです。タイムスリップでは、少女漫画、
アニメ―ション、特撮作品を制作する伊勢田勝
行さんに、K.G.PEOPLEでは、HAPPY NEWS
大学生大賞（個人）を受賞した今関奈々子さん

（国・2）にお話を聞きました。

♯24．
今関　奈々子さん（国・２）

HAPPY NEWS大学生大賞（個人）受賞

　
私
は
男
性
で
す
が
、
子
ど
も
の

頃
か
ら
、
少
年
漫
画
よ
り
少
女
漫

画
を
好
み
ま
し
た
。「
り
ぼ
ん
」

と
い
っ
た
少
女
漫
画
雑
誌
を
読

み
、
そ
れ
に
影
響
さ
れ
少
女
漫
画

を
描
き
始
め
ま
し
た
。
学
生
時
代

は
漫
画
同
好
会
に
所
属
し
、
少
女

漫
画
や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
撮

　
「
私
の
髪
で
、
誰
か
が
笑
顔
に

な
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
」
は
つ

ら
つ
と
し
た
笑
顔
で
そ
う
語
る
の

は
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
大

学
生
大
賞
（
個
人
）
を
受
賞
し

た
今
関
奈
々
子
さ
ん
（
国
・
２
）

だ
。
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
大
賞

と
は
、
日
本
新
聞
協
会
が
年
に
１

度
行
っ
て
い
る
、
読
ん
で
心
が
温

か
く
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、

勇
気
が
湧
い
て
き
た
新
聞
記
事
に

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
、
入
賞
作
品
を

発
表
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
今
回
、
今
関
さ
ん
が
読
ん
だ
の

は
、
髪
に
悩
む
人
た
ち
の
た
め
に

自
分
の
髪
を
寄
付
す
る
、
ヘ
ア
ド

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
記
事

だ
っ
た
。
大
賞
を
受
賞
し
た
と
き

の
気
持
ち
を
、「
驚
き
と
嬉
し
さ

が
7
対
3
く
ら
い
だ
っ
た
」
と
話

す
今
関
さ
ん
。
ま
さ
か
大
賞
を
受

「
私
の
髪
が
誰
か
の
力
に
な
れ
る

ん
だ
」と
胸
が
高
ま
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
か
ら
記
事
の
こ
と
を
母
親
に

話
し
、
自
身
も
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。

　
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
と

決
め
て
か
ら
は
、
髪
に
対
す
る
気

持
ち
も
変
わ
っ
た
と
い
う
。
今
ま

で
気
に
し
て
い
な
か
っ
た
抜
け
毛

に
も
敏
感
に
な
り
、
髪
が
抜
け
る

と
焦
っ
て
し
ま
う
そ
う
だ
。
お
風

呂
で
髪
を
洗
う
と
き
も
、
今
ま
で

は
大
雑
把
に
洗
っ
て
い
た
の
が
、

美
容
師
の
ご
と
く
丁
寧
に
洗
う
よ

う
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
ド

ラ
イ
ヤ
ー
に
も
よ
り
時
間
を
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
１
月

に
測
っ
た
と
き
に
は
、
ウ
ィ
ッ
グ
に

使
用
で
き
る
規
定
の
長
さ
で
あ
る

31
セ
ン
チ
ま
で
、
あ
と
６
セ
ン
チ

だ
っ
た
と
い
う
髪
も
、
今
は
も
っ

と
伸
び
て
い
る
に
違
い
な
い
。
秋

学
期
に
留
学
に
行
く
ぎ
り
ぎ
り
ま

で
伸
ば
し
、
寄
付
を
し
て
か
ら
留

学
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
そ
う
だ
。

　
受
賞
し
て
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を

聞
く
と
「
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ
ン
の

こ
と
を
、
多
く
の
人
が
知
っ
て
く

れ
る
こ
と
」
だ
と
今
関
さ
ん
は
話

す
。「
ま
ず
は
ヘ
ア
ド
ネ
ー
シ
ョ

ン
と
い
う
も
の
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
少
し
で
も
力
に

な
り
た
い
人
は
、
そ
の
ま
ま
だ
と

ゴ
ミ
に
な
る
髪
を
封
筒
に
入
れ
て

送
る
だ
け
で
い
い
か
ら
、
ぜ
ひ
参

加
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
で
誰
か
が

笑
顔
に
な
る
の
だ
か
ら
」
と
熱
い

思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。
今
関
さ

ん
の
髪
が
誰
か
を
笑
顔
に
す
る
日

も
そ
う
遠
く
は
な
い
。あ
な
た
も
、

自
分
の
髪
で
誰
か
を
笑
顔
に
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

て
い
ま
す
。
少
女
漫
画
は
「
主
人

公
」
が
「
相
手
役
」
の
ゲ
ッ
ト
を

狙
い
「
ラ
イ
バ
ル
の
女
の
子
」
が

そ
れ
を
守
り
ま
す
。
特
撮
作
品

は
「
悪
役
」
が
「
地
球
」
の
ゲ
ッ

ト
を
狙
い
「
ス
ー
パ
ー
戦
隊
ヒ
ー

ロ
ー
」が
そ
れ
を
守
り
ま
す
。「
主

人
公
」「
悪
役
」
は
そ
れ
ぞ
れ
全

体
を
見
て
い
ま
す
が
、
少
年
漫
画

の
「
ヒ
ー
ロ
ー
」
は
自
分
の
周
り

し
か
見
て
い
ま
せ
ん
。
少
年
漫
画

の
限
界
を
感
じ
た
の
で
す
。

　
長
年
パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
て
お

ら
ず
、
ア
ナ
ロ
グ
な
方
法
で
作
品

制
作
を
し
て
き
ま
し
た
。
ア
ニ

作
品
を
制
作
し
ま
し
た
。
卒
業
後

は
一
般
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
。

現
在
も
、
働
き
な
が
ら
作
品
制
作

を
続
け
て
お
り
、
漫
画
同
好
会
の

部
室
に
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
少
年
漫
画
で
は
な
く
少
女

漫
画
や
特
撮
作
品
な
の
か
。
そ
れ

は
、
子
ど
も
な
り
に
そ
の
深
さ
に

気
づ
い
た
か
ら
で
す
。
少
年
漫
画

は
、
正
義
と
悪
が
題
材
の
バ
ト
ル

ば
か
り
で
、
最
後
は
殴
り
合
い
で

解
決
さ
れ
る
単
調
な
も
の
で
す
。

一
方
、少
女
漫
画
や
特
撮
作
品
は
、

単
純
な
正
義
や
悪
、
物
理
的
な
力

の
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
こ
の
２
つ
は
構
造
が
似

メ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
、
紙
に

描
い
た
大
き
な
背
景
の
上
に
、
透

明
な
フ
ィ
ル
ム
に
描
い
た
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
配
置
し
ま
す
。
そ
し

て
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
で
部
分
ご
と

に
撮
り
分
け
、
つ
な
げ
て
い
き
ま

す
。
特
撮
作
品
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｇ

は
使
わ
ず
模
型
を
多
用
し
、
ま
た

漫
画
同
好
会
の
部
員
に
登
場
人
物

と
し
て
協
力
し
て
も
ら
い
、
約
１

時
間
の
作
品
に
仕
上
げ
ま
す
。
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
も
特
撮
作
品
で

も
、著
作
権
の
問
題
が
あ
る
た
め
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
声
や
音
楽
は
ほ

と
ん
ど
自
作
し
て
い
ま
す
。

　
発
表
媒
体
は
、
集
英
社
の
漫
画

雑
誌
「
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
」
や
、
漫

画
同
好
会
の
会
誌
「
田で

ん

楽が
く

」、
関

西
学
院
大
学
の
新
月
祭
で
の
上
映

な
ど
で
す
。
２
０
１
５
年
に
は
、

タ
レ
ン
ト
で
あ
る
三
戸
な
つ
め
さ

ん
の
楽
曲
「
前
髪
切
り
す
ぎ
た
」

「
８
ビ
ッ
ト
ボ
ー
イ
」
の
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
を
手
が
け
ま
し

た
。

　
今
後
は
、
よ
り
滑
ら
か
な
動
き

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
た

め
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
制
作
に

切
り
替
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
一
生
懸
命
さ
を
忘
れ

ず
、
決
し
て
手
を
抜
く
こ
と
な
く

作
品
を
仕
上
げ
た
い
で
す
。

　
学
生
の
皆
さ
ん
に
伝
え
た
い
こ

と
は
「
な
に
か
一
つ
極
め
ら
れ
る

も
の
を
持
て
」と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
が
あ
れ
ば
、
き
っ
と
ど
ん
な

に
辛
い
状
況
も
乗
り
越
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。（
Ｍ
・
Ｋ
）

　
今
回
取
材
し
た
の
は
、少
女
漫
画
、

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
、
特
撮
作
品
を
制

作
す
る
伊
勢
田
勝
行
さ
ん
で
あ
る
。

学
生
時
代
は
漫
画
同
好
会
に
所
属

し
、
今
も
部
室
を
訪
れ
て
い
る
。
ま

た
、
タ
レ
ン
ト
で
あ
る
三
戸
な
つ
め

の
楽
曲
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ビ
デ
オ
も

手
が
け
た
。

（
　
年
卒
）

’91

第
17
回

第
17
回

中
　

川
　

　
翼 

さ
ん

伊
勢
田 

勝
行 

さ
ん

伊
勢
田 

勝
行 

さ
ん

伊勢田　勝行（いせだ・かつゆき）

　1698年神戸市生まれ。
1991年に関西学院大学商学
部卒業。一般企業に勤めなが
ら、少女漫画やアニメーショ
ン、特撮作品の制作を行う。
2015年に三戸なつめの楽曲
「前髪切りすぎた」などの
ミュージックビデオを手がけ
る。
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GOGO !!

お 好 み１日 旅 行
　今回紹介する旅行プランを支えてくれるのは、阪急電鉄が販
売する「OSAKA海遊きっぷ」！この切符は京阪神の大部分を
カバーする阪急電車と大阪市営地下鉄・ニュートラム・バスが１
日乗り放題となる凄い切符なのです。ただ、価格は大人１人で
2,960円と少しお高め。でも名前の通りこの切符には海遊館の入
場券がついていて、その値段が2,300円であることを考えるとか
なりお得です。主要な阪急電車の駅で旅行当日から購入できる
ので、予約やツアーなんて面倒なものは一切なし！
　それでは京阪神１日旅行へ出発してみましょう！

21：00
西宮北口
到着

17：00
海遊館
到着

15：30
河原町
出発

10：00
河原町
到着

19：00
海遊館
出発

9：00
西宮北口
出発

ブレイクタイム☆気になる所は残さずに

夜の海を見に行こう

　京都と言ったらお寺や神社だと
思っているそこのあなた！まだま
だ甘い。実は京都はコーヒーの消
費量が日本でもトップレベルで、
おいしいコーヒーを飲めるお店が
たくさんあるのだ。「ずっと観光
しながら歩くのはしんどい…」そ
んな人は、お昼にカフェでゆった
りと京都を楽しむのもいいかもし
れない。
　また、京都に行って外せないの
が抹茶。あなたも友人のSNSで「今
日は京都に行ってきた♡抹茶おい
しい～♡」といった投稿を一度は
見たことがあるのではないだろう
か。今度はあなたが投稿する番で
ある。さぁ、京都でおいしいもの
を食べよう！

　楽しかった１日ももう終わり。あと
は帰るだけだと思いますか？道頓堀
や神戸三宮、梅田でも何処でも最後に
おいしい食事をしてはどうでしょう。
もしくはゆったり喫茶店にでも寄っ
て、今日の成果の確認と次の旅の予
定を組むのもいいかもしれません。

　海遊館の名前を知らない人はい
ないはず。環太平洋の海をイメー
ジした巨大水槽を持っていて、
620種30,000点以上の生き物を見
ることができる関西屈指の水族館
として有名です。「もう何度か行っ
たことがあるし、全部見て回った
よ」と思うかもしれませんが、実
は夜の海遊館は昼とは別の雰囲気
を持っているのです。切り替わる
のは17時、館内BGMがゆったり
としたものに変化し、照明も夜に
合わせて月明りを模した幻想的な
ものに変わります。昼間の賑やか
な空気は去り、１日の締めくくり
にふさわしいリラックスできる場
になる夜の海遊館。行く価値は十
分あるはずです。

日本の美！金閣寺
　日本人なら一度は見に行きたい金閣寺。
誰もが教科書などで見たことがあるだろ
う。しかし、実際に目にしたときにはその
神々しさと美しさに圧倒される。そんな金
閣寺を、気候の良いこの季節に心ゆくまで
鑑賞するのはいかがだろうか。この時期な
ら、緑と金の対比が美しい。ちなみに金閣
寺には外国人の観光客もとても多い。とい
うか、もはや外国人しかいない。それは言
い過ぎかもしれないが、もしかするとあな
たが金閣寺の美しさに酔いしれているとき
に、「Could you take my picture?」 と お
願いされるかもしれない。

旅ポイントその2 旅ポイントその1
　「OSAKA海遊きっぷ」以外にも、1,200
円で阪急電車、阪神電車と神戸高速線が
乗り放題の「阪急阪神１dayパス」や土
日600円で大阪市営地下鉄・ニュートラ
ム・バスの乗り放題に大阪観光スポット
の割引特典が付く「エンジョイエコカー
ド」もあります。自分のスタイルに合わ
せた切符を選びましょう！

　ここでは午前中を京都観光にしてい
るけど、もちろんこの切符で行けると
ころならどこでも遊びにいけます！新
世界での下町散策、中之島公園のバラ
園と歴史探訪みたいに自分だけのプラ
ンを立ててみましょう。あえて予定を
立てずに各駅の隠れた名店を探してみ
るのも楽しいかも。


